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序

　ここに紹介するのは、通俗読物編刊社出版の冊子9種と、それの前身に当る北平三戸書社出版

の同型の冊子2種、計11種である。

　通俗読物編刊社、およびそこから発行された通俗読物について知ったのは、野原四郎氏が自著

『アジァの歴史と思想』（1966年）の解題で、次のように述べているのを読んだのが最初である。

　　　顧額剛は、1931年の満州侵略によって日本の中国侵略が開始されて以来、五・三〇事件

　　のときの経験にもとついて、仲間をさそって通俗読物編刊社を組織し、大鼓詞（しんない？）

　　や小調（端歌）の形式を使って異民族の侵略に抵抗した物語を謡い物にし、抗日宣伝工作に

　　つとめてきたが、r学術』停刊後まもなく上海方面を離れてからも、重慶、成都へと転々し

　　ながら編刊社の仕事をつづけ、最後に資金に困って停止するまでには六百種の通俗読物を五

　　千万部出版した。（同書p．242）

　このうち“r学術』停刊後まもなく上海方面を離れてからも”という叙述が誤りで（1）、1937～38

年にかけての顧韻剛氏は、甘粛南西部を中心に「西北考察」の旅を続け、その後昆明、成都、重

慶を転々としていたことについては、本研究報告No，15『西北考察日記』によって紹介した通

りである。六百種、五千万部という数宇は、その中に蘭州で発行した老百姓社の刊行物もあるい

（1）　この“誤り”に関する経緯をまとめておく。七・七事変後、顧頷剛氏が上海に移り、一時「学術』という雑誌を発

　　行していたがまもなく停刊した、という観測記事を書いた最初は竹内好氏であろう（「顧韻剛と回教徒問題」『回教圏』

　　5巻3号、1941年）。「学術』は上海福州路384弄4号の学術社発行で、発行人は郡禮、編輯人は注頽泉。民国29

　　（1940）年2月に第1輯、5月に第4輯を出して停刊となっている。顧頷剛名儀の論文は、第1輯に「縣萬與尭舜的関

　　係是如何来的？」、第3輯に「春秋時代的農民生活與商工業」および「中国封建社会的組織興其動揺」、第4輯に「春

　　秋時代的男女関係與婚姻習慣」の計4篇が載っているが、どれも5～6ページの短篇である。第3輯の「編後」には

　　“顧頷剛先生関於春秋史的論文、凡十篇、是連貫的而同時独立的、這一輯中刊載了両篇。”という「編者」の語もあり、

　竹内氏はこれによって上記のように理解したのであろう。

　　　ところがこの「学術」誌を、当時成都に在った顧韻剛氏はまもなく手にしたらしく、顧氏の主宰する斉魯大学国学

　研究所で出版している『責善半月刊』第1巻第3期（1940年4月16日発行）に、「顧韻剛啓事」というカコミ記事を

　書いて、“「学術』第1輯中にある顧頷剛署名の「縣禺與髭舜的関係是如何来的～」の一文は自分の執筆したものでは

　　ない、編者の江酸泉なる人物を自分は知らない、他の文章も同じ”と宣明した。私がこの「啓事」の存在を知ったの

　　は、龍門書店の「責善』再版本（1965年）を編閲していた際のことで、このことを早速野原氏に知らせたところ、氏

　　から“（顧氏と『学術』の関係が）そんなことであったのかと、びっくりしています”という返書（1978年4月21

　　日）を受け取った（「野原さんとの往復書簡」『吻沫集』3参照）。

　　私が「顧頷剛と日本」（「理想」464号、1972年。『吾レ龍門二在リE－」所収）を書いた時点では、まだこの「啓事」

　の存在を知らず、竹内氏およびそれに準拠した野原氏の叙述に従って、一時上海にいたらしいとしておいた。この一

　文は本文で後述するようにその後、令嬢顧洪女士の翻訳を通じて顧頷剛氏の眼に触れる機会を得たが、令嬢代筆の書

　信で次のように強調されていたことを附記しておく。

　　　　　・・男外、在翻訳中也発現了一些問題、主要是芦溝橋事変後我父親的去向。実際上他井没去上海、是由北京到了

　　西北、而後又転入西南。文中根拠1937－1940年発行的《学術》雑誌、断定他当時的行踪。此雑誌刊登署名“顧韻
　　　　　　　　　　　　　　　（’t｝
　　剛”的文章く縣禺與発舜的関係究如何》実系他人偽造。40年我父親就此事発表了啓事、載在《責善》第一巻第三期

　　（民国二十九年四月）、申明く学術》所載論文非他本人所写。関於啓事的内容、此処就不詳写了、希望届時能鰺面談

　　一切。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1980年8月4日）

　実際にはこの書信を受け取る半年以上前に、私は顧吉頁剛氏に宛てて、「責善』第一巻第三期の「啓事」を読んで、「学

　術」誌上に載った顧氏名儀の論文が自f乍でないことを知った旨を書き送っているのだが（1979年12月14日）、あら

　ためて注意を喚起された次第である。
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は含まれているかもしれない。

　野原氏の挙げたこの数字は、おそらく顧頷剛氏が1948年に書いた「我的事業苦悶」（r観察』

週刊、第3巻24期）にもとつくものと思われる。この一文は当時いちはやく「顧韻剛の戦時工

作」と題して、r中国研究所所報』15号（1948年7月31日発行）に訳載されている。その内容

は抗戦中の顧氏の行動を氏自ら証言しているものであり、さきに紹介したr西北考察日記』と相

補いあう部分がある。今回、通俗読物数種を紹介するに当っても、この顧氏の一文は重要な参考

になると思われるので、中国研究所の御好意により、『所報』掲載の訳文一訳者はおそらく野原

四郎氏であろう一を明らかな誤字は一部修正して（〔〕内は小倉補），全文転載させていただ

くことにした。記して感謝の辞に代える。

　　　　　　顧額〔剛の戦時工作

一「我的事業苦悶」『観察』週刊第3巻第24期

　歴史学者顧韻剛は、本年〔1948年〕一月、国立中央研究院の社会科学研究所における講

演で、かれ自身の仕事を

　　（→　国故整理工作

　　口　民間文学と民衆教育工作

　　日　辺境地方開発工作

の三つにわけ、戦後の国内情勢の不安定のために、この三つとも大きな打撃をこうむって

いる、と述べた。かれは余生を三方面の工作のためにささげる決意だが、種々の政治的、

経済的障碍は、ますます工作の進行を困難にするのではないかとおもう、と述べて、この

すぐれた学者の卒直な苦悶の告白は若い研究者たちに強いショックをあたえた。

　顧頗剛はその講演において、戦争勃発以来のかれの民衆教育工作と、辺境開発工作を回

顧した。r古史弁自序』の読者は、かれの国故整理工作についての足あとを知ることがで

きるが、抗戦期におけるかれの努力を、この講演はつたえてくれる。

　かれは、次ぎのように述べている。

（1．民間文学と民衆教育工作）

　九・一八の勃発によって、北平各校には抗日救国会の組織が成立した。自分の属する燕

京大学抗日救国〔会〕に参加して、宣伝工作に従事した。

　だいたい民衆宣伝をおこなうにあたっては必ず民間のコトバを用いなければならぬこと

を私は早くから体得していた。すでに北京大学にいた当時、r歌謡週刊』を編集していた

ときの経験から、私はそれを学んだのだが、一九三五年、五・三〇事件のとき、民間にお

こなわれている大鼓詞の形式を採用して千首の傷心歌をつくって、これをひろめたところ、

忽ちこれが流布され、いたるところの街頭でうたわれ、塀や門などにその文句が民衆の手

で記されるのを見かける、という流行ぶりをしめした。この一事によって私は、人民自身

のコトバであれば、必ず彼等に歓迎されるという貴重な教訓を得た。

　抗日宣伝工作にあたっても、私はこの経験を生かして、民間文学の旧形式のなかから大

鼓詞をえらんだ。大鼓詞は、ただ二人の人間が一しょにうたえばいいのであって、話劇や
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歌詠のように多数を動員しなくてもすむから、この簡単な形式が民間に深く入って行く大

切な条件だからだ。私は新聞紙上で大鼓詞を一般から募集すると同時に、いくらかの題目

をかかげた。そのうちの一つにr－・二八、抗目の車夫胡二毛、黄浦江に跳びこむ』とい

うのがあった。われわれは、五千部を印刷したが、数日中にこれが全部売り切れてしまっ

た。そこで次ぎ次ぎに増刷したが、各書店は、あらそってこの抗日のうたを販売する有様

であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
　当時、私は特に、大鼓詞の巧みな唱い手である一人の盲を招いて、できあがった作品を

一ツーツ印刷にかかる前に、こころみにまず彼にうたってもらい、どの文句が通俗的でな

いか、また、どの字がうたいにくいかをきき、彼の意見を参考にして私は作品に訂正をく

わえた。改定を経てから、その盲人が、宣伝工作を担当する青年たちにうたいかたをおし

える。青年たちは、充分にうたいこなせるようになってから、民間宣伝の工作を開始する

ため民衆のなかへ入ってゆく。このようにして、われわれの新しい内容をもりこんだ大鼓

詞がひろく深くつたわっていたのである。

　目に一丁字のない郷村の農民にたいして、もっとも効果的な宣伝方式は、図画である。

郷村では、毎年の年越しにはr楊柳青』と称する口＊の画を貼るならわしがある。そこで

われわれは、大きな効果をあげた。

　これらの工作は、当時すべて『通俗読物編刊社』の手でおこなわれた。工作力がきわめ

て大きかったため、日本人はこれをひどくきらっていた。日本側は一再ならず、翼察政務

委員会に抗議した。日本側が政務委員会に交附した抗日分子のリストのなかには、私の名

も主要人物として加えられていた。何応欽が委員会の長であったときには、日本の要求を

入れてしばしばわれわれを圧迫した。しかし宋哲元は放任主義をとった。というのは、わ

れわれが二十九軍の長城線における抗戦を題材としてr宋哲元の喜峰口の大戦』という鼓

詞をつくったとき、これが二十九軍の兵士のあいだで非常に流行し、宋哲元自身も、兵士

あがりのことであり、こうした通俗読物を大いによろこんだのである。かれは、われわれ

のr通俗読物編刊社』を公然と援助することはできなかったので、私を委員会の顧問に招

聰し、毎月二千元を支給し、事実上、われわれの仕事を援助した。われわれは、平均毎月

八種の通俗読物を出した。郷村の私塾の先生や小学教師の手によって、各地の学生や農民

のあいだにそれはひろまっていった。

　この工作は、七・七勃発まで継続された。全面抗戦となるにともなって、編刊社は各地

を転々とし、最後に成都に移ったが、物価騰貴その他の事情のため、停刊のやむなきにい

たった。前後をつうじ、われわれの出版した通俗読物は六百種、五千万部にのぼった。

　抗戦勝利後、上海にかえり、r民衆周刊』を発行したが、売行きはかんばしくない。わ
　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
れわれは、上海の人々はこのような国語の読物はあまり好まないのだろうとおもった。そ

こで北平で発売した。ところが、われわれの馴染みの土地である北平でも売れ行きがよく

ない。何故であろう。人民が、貧窮に落ちこんでいるのだ。戦前なら、なんの苦労もなく

一、二の小銭で買うことのできた大鼓書が、今では少くとも五千元は払わなければ買えな

いのだ。

　私の民間文学と民衆教育の仕事も、大きな困難にぶつかっている．

＊　原載誌一字分空格。
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（2．　辺境開発工作）

　私は、蒙古・甘粛・青海・寧夏・繧遠・西蔵の各辺境地方に赴いて、辺境各族の中央に

たいする観念を観察した経験をもっている。

　一九三七年、私は陶孟和先生と、中英庚款董事会の補助によって西北地方の視察に出か

け、あの地方で一年間すごした。私は、一般の中央からの派遣員のように彼らから羊皮や

狐皮を徴集することもしなければ、商人のようにウソをついたりしなかった。彼等は、し

だいに私を信頼するようになり、ついには私に向ってその窮状をうったえるのであった。

彼等は、あたかも私が彼等を苦難から救いだすことのできる観世音であるかのようにみな

した。私がどんな官職にあるのかもしらず、彼等は、さしだしてくる書類にr中央救苦大

員』と書いてくるのであった。辺境の人民が、いかに安定した政治を切望しているかが、

わかる。

　もともと辺境の人民は、漢文を学ぼうとしなかった。彼等は、漢文を一種の宗教と考え、

r漢教』は、彼等を消滅するためのものであると考えていたのである。私は彼等から信頼

をうけているのを幸として、彼等がこの誤った考えから解放されるために、毎日少しづっ

漢文を学ぶことをすすめた。彼等も、これをうけいれるようになった。また、私は、獣類

に悪疫が流行しているのを知り、彼等が連合して、内地から獣医を招聴することを提案し

た。彼等はこれを実行した。彼等から搾取しようとせず、彼等のために誠実に事の処理に

あたれば、すべての辺境工作は順調に進展するのである。

　ある人々は、西北開墾を主張しているが、実情は、西北は耕作には適さず牧畜が適して

いるのだ。ラマ文化は決して漢文化よりも低いということはできない。ラマ廟の建築の壮

麗さをもってもいうことができるし、ラマの学問愛好の深さは、彼等が宗教研究ばかりで

なく、天文、暦法、医学を研究していることにあらわれている。廟において、たえず討論

会や弁論会がおこなわれ、一ツの問題について徹底的に究めるために幾日でも討論がつづ

けられる。このような研究精神は、内地の大学においてさえ容易にもとめられないところ

だ。蒙古、西蔵の文化についてわれわれは、認識をふかめる必要がある。われわれは、い

かにして各族の特点を発展させ、いかにして欠点を消滅させて、真の『一家人』をつくり

あげるかに努力しなければならぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『中国研究所所報』第15号（1948年7月31日発行）
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翠角 題

　『西北考察日記』に記すところによると、通俗読物編刊社の同人は七・七事変以後、北平を離

れて先ず帰緩（現フフホト）へ移り、ついで太原、西安、漢口をへて重慶へと5度転々とし、重

慶で顧頷剛氏と再会している（1938年9月24日条）。中国大陸の各地に流布していた刊行物で

ある通俗読物とは、いったいどのような体裁のものだったのか、私は多年知りたく思いつつも、

それを実見する機会になかなか恵まれなかったω。

　本研究報告No．15の「前言」で記したように、たまたま私は顧韻剛氏のr漢代学術史略』の

訳書を刊行したことを機縁として、顧氏と連絡をとることが可能になり、さらに私の書いた「顧

韻剛と日本」に眼を通してもらえたことがおそらく契機となって（2）、抗戦中の行動の一部を記し

た『西北考察日記』油印本を贈られるという幸運に恵まれた。やがてまもなく顧氏は逝去したが、

その後r日記』の翻訳に関して、令嬢顧洪女士から種々教示を受けたことはさきに記した通りで

ある。

　顧洪女士との交信の中で、年来気になっている通俗読物の存否について問い合わせてみると、

ごく一部なら残っているという。早速コピーを依頼したところ、種々の事情で郵送が大幅に遅れ、

ようやく1982年4月になって、学術交流のため来日された史樹青氏を介して、そのコピーが私

の手もとに届いたのである。それは全体で六百種といわれる中のほんの一部分に過ぎないが、も

って全般を推す手がかりとはなるであろう。

　入手できた計11種について概要を記す。版型はB6。版画風の表紙（コピーなので裏面に透

写されたものから推察するしかない）、裏表紙（白紙）を除いて本文は7ページ。印刷のスタイル

はそれぞれバラバラで、三戸書社出版の①②は石印版、他は活字だが、活字の大小、組み方など

に統一は全くない。’したがって7ページに収まっている分量もかなり差がある。

　内容は末尾の原文について見ていただくとして、各冊の主題、形式などについて簡単に解説を

加えておく。なお11種の中から、時期的に早く、かつ内容上で特色のある①③⑦の3冊を択び、

見本として試訳してみた。通俗文芸について全く不案内な私なので、誤解も多いと思う。叱正を

お願いする。　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、
（1）「通俗読物編刊社とその文芸運動」（「北海道大学文学部人文科学論集』第14号、1977年）を書かれた藤本幸三氏，、．『

　も通俗訥の冊子そのものはまだ見ておられぬとの・とであ・た．　　　　　　　曳蓄
（2）私たちの訳書（「中国古代の学術と政治』大修館書店、1978年）の解説には、顧氏に関する目本語文献目録を附しL

　ておいたが、顧氏はこれに目を止めて、訳書を受け取った礼状の末尾に、“大著く顧額剛と目本》、顧先生根想拝読、

　希望恵贈一冊、為荷”と記されていた（王煎華氏代筆、1979年11月22目）。そこで私は同論文を収めた拙著『吾レ

　龍門二在リ夷』（龍渓書舎、1974年）を顧氏宛てに郵送したのである。・

　　翌1980年3月になって同書を入手した旨の礼状が届いたが（同じく王煎華氏代筆）、8月に入ると、こ友どは令嬢

　顧洪女士から最初の書信があり、顧氏の近況を伝えるとともに、「顧韻剛と日本」の一文中の、第二、第三部分を彼女

　の手で中国語に翻訳中であること、9月に私が北京に行く予定らしいから、その折にわかりにくい個所を教えてほし

　いこと、などが書き添えられていた。翻訳に関する質疑応答は、約束通り北京の旅舎の一室で一応果たすことができ

　たが、その際この訳稿をすでに顧頷剛氏が読んで、“還是日本朋友理解我的心思嘔”（やっぱり日本の友人は私の気持

　がわかってくれたね）と洩らされた旨を令嬢から伺った（その後女士からの書信にもそのことは再度触れてあった）。

　顧洪女士の訳稿「顧頷剛与日本」は、顧氏の死後になったが、『中国史研究．動態』1981－3に掲載されている。
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＊①　『胡阿毛開車入黄浦』北平三戸書社出版

　三戸書社についてはr顧頷剛先生主要学術活動年表』〔1）の1933年の項に、

　　参加燕京大学教職員学生抗日会、辮三戸書社、宣伝団結抗日、出版通俗読物、後来発展為通

　　俗読物編刊社。

とあるように、通俗読物編刊社の前身である。①の発行年月は明らかでないが、上記三戸書社の

設立以後であることは言うまでもない。

　本冊子は7ページの中に「胡阿毛開車入黄浦」のほか、「歎朝鮮」、「皇帝夢」の3篇を収める。
　　　　ダ－グ－
いずれも大鼓（2）の台本である。

　「胡阿毛開車入黄浦」（胡阿毛、車を運転して黄浦江に跳びこむ）は、上掲の顧韻剛r我的事業

苦悶」中に、“五千部を印刷したが、数日中にこれが全部売り切れてしまった”とあるr－・二

八、抗日の車夫胡二毛、黄浦江に跳びこむ』の大鼓詞に該当するに相違ない。1932年1．月の上海

事変以後、日本軍の占領下におかれた上海の街で、自動車運転手の胡阿毛が、日本軍将校3人を

座席にのせたまま黄浦江に跳びこんで溺死させた愛国的行為を唱っている。多くの句が・ang韻

の語で終っており、大鼓特有の歯切れのよい調子が続いている。

　「歎朝鮮」は、日本の植民地にされた朝鮮人民の悲惨な状況を綴って、わが中国も台湾・大連

を失ったばかりか、最近は東北三省・熱河も朝鮮やインドと同様な地位に陥っていることを述べ、

これを換手傍観していると、将来「日賊」が迫ってから後悔しても間に合わぬぞ、と警告を発す

る。句末は一an韻。

　「皇帝夢」は、清朝最後の廃帝薄儀が、日本の謀略で皇帝にかつぎあげられたが、自ら日人の

偲偏にすぎぬことを知らされて思い悩み、このままでは満洲国も滅ぼされるに相違ないと老え、

ついに偽皇帝たるに甘んじきれぬと思い立つに至る。－ang韻のいささか荘重な語り口の一篇で

ある。

　「小口大鼓」の「小口」はおそらく地名であろうが・未詳・なお標題番号の肩に＊記号をつけ

たものは、日本語訳を試みた冊であることを示す。

②　『義軍女将銚瑞芳』北平三戸書社出版

　　　①と同じく発行年月未詳。上海両江女子中学を卒業した挑瑞芳は、読書作文など自由な目々を

』’ 翌ﾁていたが、日本の東三省侵略以後、これを心痛し、たとえ女子でも救国の仕事に参加せねば

㌧と決意する。そして人の止めるのもきかずに、ある日上海から姿を消す。21歳の瑞芳がいなく

（1）　1980年12月25日に顧頷剛氏は逝去したが、葬儀の代りに「悼念顧韻剛先生学術報告会」が1981年1月23日、

　北京で開かれた。それへの準備として同学術報告会簿委会が作成したのが『顧頷剛先生主要学術活動年表』で、内容

　はB5判、計10ページの簡略なもの。私が手に入れたのはそのコピー版である。

（2）『辞海』1979年版は「大鼓」について次のように説明している。曲芸（歌謡芸能）の一種。一人が鼓や板を撃ち

　ながら唱い、一人ないし数入が三弦等の楽器で伴奏する。一般には清代初期に山東、河北の農村で形成されたとする

　が、一説では大鼓はもと「鼓詞」とよばれたもので、鼓詞から変化してできたものともいう。主に北方の省や市で流

　行したが、長江や珠江流域にも部分的にひろがっている。京駒大鼓、西河大鼓、梅花大鼓、楽亭大鼓、京楽大鼓、東

　北大鼓、山東大鼓、膠東大鼓、安徽大鼓、上党大鼓、湖北大鼓、広西大鼓等の曲種がある。曲目は短篇が多いが、西

　河大鼓、京東大鼓には中篇、長篇のものもある。流行地域が異なるにつれて伴奏楽羅や歌詞にも違いがある。
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なって、老父母は歎き悲しみ、．あちこち探すが、隣家の石使が“裏の池にとびこんだのじゃない

か”というのでびっくり、池に網を打って引き揚げさせようとしたところへ、一通の手紙が届く。

字の読めぬ母親に代って父親が見ると、これぞ銚瑞芳からの便り。“黙って家を出たのは、たと

え女子の身でも日本の侵略を坐視できぬため。一合戦して勝利を収めてから帰ります”という内

容に、老父母はやっと一安心。

　そこから錦州城下での挑女士の抗日の奮戦ぶりが一段唱われる。そして末段で、これは去年実

際にあった話であり、「倭奴」が熱河を奪取し藻東も危急に瀕している現在、この話を聞いた男

子の方々よ、女子に負けずにすみやかに武装して「倭奴」と一戦を交えられよ、話はここまでに
　　　　　　　　　みなさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふ

して、何日かたって諸位からの吉報を得たいものだ、と結ぶ。引子に始まり、白と一n、－ang韻
　　　うた
などの唱をまじえた劇的な構成をとった作品。

＊③　r説古今』（鼓詞）乙種叢書国恥類第4冊、民国25年11月印、通俗読物出版仕出版

　③以下はすべて通俗読物出版社による出版で、ほとんどが乙種叢書とされているが、甲種（な

いし丙種）と対比した性格は不明である。乙種叢書は「国恥類」（③）、「史地類」（④⑤⑧）、「社

会類」（⑥⑪）、「自然類」（⑦）、「時事類」（⑩）などに細分されている。「歴史類」（⑨）が乙種叢

書に入るか否かははっきりしない。

　題名の「説古今」は「古今談」とも訳すべきもので、甲午中日戦争、いわゆる日清戦争以来の

日本を中心とした列強の中国侵略小史が述べられている。第一次大戦に際して日本は山東に出兵

し、21か条要求をつきつける。民国14（1925）年に国民革命の波がもりあがると、列強は国内

の反動派を援助してその波に弾圧を加え、とくに日本は民国17（1928）年に山東に出兵して、

北伐を妨害する。さらに民国20（1931）年、九・一八には藩陽附近で事を起して東三省の占領

を進め、華北諸省へと侵略の手を伸ばしつつある。これに対して中国政府はずるずると譲歩する

だけで、日本側の横暴を喰い止めようとはしない。近くは緩東事件も起っている（民国25年11

月）。今こそ民衆は政府をあてにせず、後援会や義勇軍を組織して、日本の侵冠に対して立ち上

るときだ、とよびかける。句末には一ing韻が多用されている。

　民国25（1936）年11．月出版のものはこの1冊だけである・

④　『平倭記』乙種叢書史地類第12冊、民国26年1月印、通俗読物編刊社出版

　④から⑦までの4冊子は民国26（1937）年1月の出版である。

　「平倭記」は倭憲平定物語。明の嘉靖年間、杭州府銭塘県東門外の劉家荘に住む劉芳のもとに、

友人李旺がたずねて来て、注直を頭目とする倭冠の狙蹴の様子を語ってきかせる。やがて倭憲が

劉家荘に襲来し、劉芳の妻を奪って去ってしまう。劉芳は最愛の妻を求めて探し歩くが、どこも

かしこも惨憺たる状況。絶望した彼は、たまたま官軍が義勇隊を募集するのにめぐりあい、妻子

の仇を報い同胞の害を除くためにこれに参加する。その大将は戚継光といい、彼は「平倭」（倭

逡平定）の戦術を書いた小冊子を1冊ずっ軍士1こ持たせ、虎狼の如き倭憲に立ち向かう法を教え

たので、倭冠は戚軍の影を見ただけで逃げ出すほど。劉芳はその磨下の義勇軍の将となる。やが

て戚軍の活躍で漸江省から倭冠は一掃され、さらに福建省横嘆に拠る倭憲も敗走して、東南七省
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は倭冠の禍から解放される。この戚継光の功業に該当する人物は、現在中華においてはたして誰

か、と結ぶ。

　この冊子には漸江・福建の沿岸略図が挿入されている。句末には・ang韻が多用。

⑤　『文天祥』（単弦牌子曲）乙種叢書史地類第18冊民国26年1月
　　　　　　　　　　　　　　通俗読物編刊社出版

　「単弦牌子曲」（1）は文天祥の奮戦を唱った本冊子だけ。

　　　　　パヤン　南宋末、伯顔のひきいる元軍は首都臨安（杭州）の郊外に迫り、南宋からは呂文換ら3人が講

和の使臣として遣わされる。呂文換は右丞相文天祥を伯顔の軍営に直接呼び寄せることを画策。

軍営にやって来た文天祥に対し、伯顔は南宋の降服を勧告し、すでに元軍に参じた呂文換らも

“時務を識る者こそ俊傑なり”と文天祥に帰順を勧めるが、文天祥は彼ら3人を売国奴と罵る。

怒った伯顔は文天祥を北方へ連れ去らせるが、文天祥は途中で脱走。しかしその間に、彼はすで

に元に降って漢好となったという噂が流される。姓名を匿し飲食もままならず逃げのびている途

中、文天祥は潅水のほとりで、もと丞相府の役人だった一老人に助けられ、その助言で志士、民

団十余万人を連合させ、忠義衛国軍団を編成するのに成功、以後2年にわたり元軍との抗戦を続

ける。しかしかの呂文換の策によって、伯顔は南宋に対し民団の解散を要求。やむなく民団を解

散した文天祥は、朝廷にもどる途中で呂文換の弟呂武換の計にかかって捕えられ、伯顔は彼を北

京へ橿送する。獄中に在って文天祥は「正気歌」を作り、節を曲げぬ己れの志を述べる。今も北

平東四牌楼北の府学胡同（元代には柴市といった）にある孔子廟傍の文天祥祠堂にこれが記され

ている、と結ぶ。
　　　　　　　　うた　　せりふ　引子に始まり、唱と白が交錯、句末の韻も一an、・ang、・ing、－ong、－ang、－an等と多彩に転

変して行く中篇。

⑥　『工人苦』乙種叢書社会類第9冊、民国26年1月印、通俗読物編刊社出版

　河南省帰徳府の夏邑県鍾家荘に住む農民鍾華光は、老父母をはじめ8人家族で暮していたが、

唯水の洪水によって食糧はなくなり、老父の葬式のため耕地も手離して窮地に陥る。そこへ工人

募集の一隊が繰り込んで来たので、彼は家族と涙ながらに別れて青島の工場に出かせぎに行く。

着いたところは日章旗のひるがえる東洋（日本）の織物工揚。そこでの労働条件は劣悪で、賃銀

もろくに手もとに残らない。そこで給料値上げなど五項目を工場主にかけあう代表の一人に鍾華

光は選ばれたが、海軍陸戦隊に護られた工場主によって暴行を受け、牢獄にぶちこまれる。獄中

で鉄窓を仰ぎ見ながら彼は思う。“もしこの知らせが故郷に届いたら、老母や妻はきっと悲嘆す

るだろう。しかしみんなのために外国の工場主に反抗したのだ。たとえ死んでも悔いはない！”

（1）「辞海』1979年版は「牌子曲」について次のように説明している。曲芸（歌謡芸能）の一種。各種の曲牌（曲調）

　を続けて唱って、叙事、叙陪、説理を行なう歌謡の類はみなこれに入る。単弦、大調曲子、四川清音、湖南糸絃、広

　西文揚等が含まれる。一般に一人で唱うが、五、六人で演ずる揚合もある。伴奏楽器はさまざまで、北方で行なわれ

　る牌子曲は三絃が多く、南方では揚琴、琶琵、二胡が多く使われる。各牌子曲の曲牌の数は一定せず、同じ曲牌がそ

　れぞれにおいて使われている。
　　この『文天祥』中でしばしば括弧内に記されている「太平年」、「年太平」はこの曲牌の名称である。また同じく括

　弧内に記されている「ロ不拗岐岐拗」は発音の記号で、唱い終ったあとにつける感歎詞であり、特別の意味はない。こ

　の最後の項に関しては魚平伯先生の説明であると書き添えてあった（顧洪女士1982年8月23日書信）。
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この工人の痛苦の話に、聞く者は涙と怒りがあふれて来る、と結ぶ。

　洪水後の苦労にはじまり、青島の工場での悲惨な生活、彼らの要求に対する苛酷な工場側の弾

圧などが、一句おきの一ang韻でたたみこむように唱われて行く。

＊⑦　『打虎』乙種叢書　自然類第7冊、民国26年1月印、通俗読物編刊社出版

　　　　　　　　　コ　レ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくらん
　「打虎」の「虎」は虎例拉の略。「打虎」はコレラ（震乱ともいう）退治の意。

　　　　　　　　　　　　　　　　シヤオサン　祁州城外の王家荘に住む張仁の息子小三がある目急病にかかる。隣家の王有常が見舞に行くと、

症状からすぐコレラとわかった。よい医者に薬をもらいに行くよう勧めるが、張仁夫婦はきかず、

瘤神廟に線香を上げに行く。それでも治らないので東荘の趙先生から下痢止めの薬をもらって来

てのませたが、その夜のうちに小三は死ぬ。

　小三の死後、王家荘では日々同じ症状の病人がふえ死者が続出するが、王有常の家だけは彼が

コレラの予防法を知っていて注意を怠らなかったので、一人も病人が出なかった、というお話。

コレラの病因や予防法について、王有常が懇切に家族に教える段が、当時の一般民衆の流行病に

対する知識の程度を具体的に示していて興味深いので試訳した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた
　冒頭の「西江月」調の50字は大活字で一段に、白の部分は小活字で一段に、唱の部分は大活

宇で二段に組んであり、句末の韻は一ang、－an、－n、－anと展開して行く。

⑧　『守江陰』北平腔（小口大鼓）乙種叢書史地類第26冊、民国26年4月印
　　　　　　　　　　　　　　　　通俗読物編刊社出版

　冒頭に「西江月」調（ただし50宇の前半のみ）の引子があり、ついで、“江南まで一路南下

した10万の清軍が、周囲10余里の江陰県で閻応元の抵抗に遭い、3カ月間手こずった、さて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふその詳細はゆるりと語りましょう”という白の後に一an韻の唱が終りまで続く。唱の部分は二

段組み。全篇同一の大活字。

　清側に降った将軍劉良佐の派遣した王恩が、城門外で矢を射かけられて逃げ帰り、こんどは劉

良佐自身が出向くが、“賊逡に降った漢好よ”と嘲られて激怒する。続いて守備側が用意した藁

人形の計略によって、清軍側から大量の矢を手に入れた話、清軍の油断を見すまして夜襲をかけ、

数千人を殺した話、降将2人を城門に脆かせて泣き落しをはかったが失敗した話などが唱われた

末に、一一一千の民軍が十万の敵に対し、88日間も抵抗し得たのは、人々が心を合わせて共同して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさん事に当ったからである、この話を聞かれた諸位、どうか合力救国をゆめお忘れなく、と結ぶ。

⑨　『呉起』〔乙種叢書～〕歴史類第24冊、民国26年4月印、通俗読物編刊社出版

　この冊子には「某種叢書」という題記がないようだが、内容的には他の乙種に近い。

　本冊子は“他能愛護士卒、與他伺共甘苦、所以能打勝侯”（彼は士卒を愛護し、彼らと甘苦を

共にしたので、勝利を収めることができた）というカコミの副題のもとに、魯国の将軍だった呉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた起の逸話が散文で淡々と述べられているだけで、唱の台本ではなく、ふつうの読物である。

　斉軍と戦うに際し、斉国出身の自分の妻の首を携えて魯公に謁し大将に任じられた呉起は、兵

士と同じ藁の上に眠り、老兵士の荷物を分けて担い、兵士の背中の腫物の膿を吸い出してやる。
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これを見て、全軍の士卒は呉将軍のために死のうと感泣する。そして斉将田和の使者張丑をまん

まと騙して油断させ、田和の軍を大敗させる。

　しかし呉起はのちに斉の逆スパイの計にあって魯を去り、魏の文侯に仕え、さらに楚の悼王の

もとに赴き、富国強兵の成果をあげる。彼の治軍・謀国の法、とくに兵士を己が手足のように好

遇した点は、われわれも見習うべきことだと結ぶ。

⑩r対内和平統一、対外一致抗戦』乙種叢書時事類第1冊、民国26年4月印
　　　　　　　　　　　　　　　　　通俗読物編刊社出版

　農民を教育する機会をつくるため冬休み中も学校に居残っていた教員王国幹のもとへ、2月15

日（旧正月5日）、農民の劉万福、李永年の二青年がたずねて来て、この日に開会される三中全
　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた
会の構成や権限について質問する。この白の質問に対し王国幹は一an韻の唱で手短かに答える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふ
ついで劉万富が今回の三中全会がとくに一般民衆の注目を集めているのはなぜか、と白で問うと、

王国幹は“これまでの会議は「議而不決、決而不行」だったから無視されたのだ”と一ng韻の
　　　うた　　　　　　　　　　　　　　　せりふ

四句の唱で答え、さらに白で“今次の会議はちがう、内外のきびしい情勢に三中全会がどう対処

するかに関心が高まっている”と答える。さらに“老百姓椚（民衆）は三中全会にどんな希望を

抱いているか”と王国幹がたずねると、劉万富は“老百姓僧には理屈はわからないが、願いは二

つ、（1）徹底して内戦に反対、和平統一を希望する、（2）抗×（抗日の日が×で伏宇）戦争を発

動し民族の危亡を救うことである”と答え、二青年こもごもその理由について一ng韻で唱う。王
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりふ国幹は深くうなづき、二青年は家へもどる、というところで終る。白の部分は小活字で一段組み、

唱は大活字で二段組み。

⑪　『槍弊毒犯』乙種叢書社会類第14冊、民国26年5月印、通俗読物編刊社出版

　本冊子には「慈母涙」（一名槍艶毒犯）と「白面客嘆五更」の2篇の改良大鼓を収める。主題は

いずれも麻薬患者にかかわる。

　「慈母涙」は、郊外で銃殺刑に処された候会南という麻薬重犯者の屍体にとりすがる老母の嘆

きを軸とし、まわりの人が、“これも外国の鬼子が金丹（アヘン）、白面（ヘロイン）、大煙（アヘ

ン）をわが国に持ち込むからだ”と彼女をなだめる。この話を聞いた同胞よ、ただちに目ざめて

ほしい、監獄に入れられてからでは間に合わぬのだ、と結ぶ。全篇一an韻で一貫している。

　「白面客嘆五更」は、白面客（ヘロイン患者）が一更から五更までの月の動きとともに、わが

身の転落ぶりを嘆くという趣向をこらしている。

　一更は月の出で、・ng韻。麻薬に手を出したために家財を蕩尽し、精神、肉体ともに崩れてし

まったことを歎く。

　二更は月やや高く、－iao韻。みめよく仲睦まじかった妻とも今は離別したことを嘆く。

　三更で月は中天、・ng韻。学問をして身を立て国に報ずべきだったこの身が、今は廃人となっ

たことを嘆く。

　四更で月は落ちかかり、－uo韻。洋人がアヘン、モルヒネ、ヘロイン等を中国に持ちこんだこ

とを恨み、これが彼らの毒計であることを自覚せねばならぬと悟る。

　五更に及んで月は西に沈み、・en、－in韻。今や東北四省は敵手に落ち、全員挺身して戦うべき
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時期に、こんな麻薬に恋々としているとは何事か。こんな体では敵に立ち向うこともできはせぬ。

一と最後は全国同胞に悪習を絶って新民となることを期待して結ぶ。

　以上2篇とも大活字で二段に組んである。

　なお＊印を附した3冊分の訳文の後に，11種の冊子原文をすべて収録するが、その収録方針は

次の通り。

　　原文はすべて縦書きだが、ここでは横組みにした。
1
．

　　原文には石印版、活字版の両種があり、活字版にも文字の大小、一段組み二段組みの差が
2
．

　あるが、ここではそれらの様式のちがいを忠実に再現はしなかった。

　　原文の明らかな誤植は訂正した。
3
．

　　　例：承相→丞相、跳染→跳梁

　　異体字は普通の活字に直した。
4
．

　　　例：漬→須、兜→見

　　常用される簡体字はほぼそのままにした。
5
．

　　　几（＝幾）、机（＝機）、哨（＝響）

　　叫と叫、個と介が混用されている場合も、原文の字をそのまま残した。
6
．
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胡阿毛、車を運転して黄浦江に突入

　九■一八事変が藩陽で起こりますと〔1931

年〕、わが辺境守備の将軍は全く抵抗を描棄

して、国際連盟に処理を任せきりにいたしま

した。すると今度は上海が識揚になります

〔1932年1月〕。話によると日本人めが上海で

戦闘を始めたのは、武力によって中央政府を

おどしつけるがためとのこと。ところが政府

のやり方はいともあっさり、ガラガラと一気

に車に乗って洛陽へと移ってしまいます。こ

の遷都のことはしばらくおくとして、ひとつ

ここでは上海での戦闘の模様をばくわしくお

話するといたしましょう。

　戦いにすぐれた名高い十九路軍の軍長察廷

楷は、日軍めに対し軍備おさおさ怠りなく、

和議成らずと見るや戦端を開きました。

　　見えるは黄浦江上にただよう一陣の殺気、

　　聞こえるは終日とどろく野砲・重砲のひ

　　　びき。

　　ドーンとばかりに建物は崩れ壁は倒れる。

　　手榴弾はダダーン、ダダーンと次々に破

　　　裂し、

　　ダダダダッとたてつづけに機関銃は鳴る。

　　空からは飛行機が次々と襲いかかり、

　　焼夷弾が破裂してあちこちに火の手があ

　　　がる。

　　堂々たる図書館は燃えて焦土となり、

　　商務印書館も焼けて四面の壁を残すばか

　　　り。

　　どれほどの商店が焼けたか知れず、

　　どれほどの宿屋や民家が焼けたか知れま

　　　せん。

　　銃弾は雨の如く地面に注ぎ、

　　砲弾の落下を避けるすべはなく、

　　無享の良民がどれほど死んだか知れず、

　　語れば誰もが思わず涙にかきくれます。

　　金持ちは租界にもぐりこむが、

　　貧乏人はあちこちと逃げまどうばかり。

　　生き延びるためには兄弟はおろか、

　　妻子も親もかまってはおられません。

　　一旦日軍めに捉まれば、

　　銃殺されるか胸を割かれるかの運命。

　　中には最後まで虎のように暴れる者もあ

　　　り、

　　羊のようにおとなしく首を切られる者も

　　　ある。

　国に生命を捧げた英雄たちは数知れずあり

ますが、さてここでお話する英雄は、その本

業は自動車の運転手でありました。この人は
　　ア　マオ　　　　　　フ－

名を阿毛、姓を胡といい、生来忠烈な心の持

ち主。平時にはもともと上海で自動車を運転

し、一日中大通りを東奔西走しておりました。

江湖をさすらい天下をへめぐるとまでは参り

　　　　　　　　　　　　くまませんが、上海なる大都市は隅なく走りまわ

っておりました。ところがこのところ戦闘が
　　　　　　　　　　　　　　　ひま激化して自動車屋は休業、胡阿毛は隙をもて

あまし、心中くさくさしておりました。

　　　　　　　まち　ある日、阿毛が街へ出て散歩しております

と、なんと数人の日本兵めにとっつかまり、

兵営の中に引っぱりこまれてしまいました。

持っていた運転免許証が見つかったため、む

りやり日軍の自動車の運転手をやらされるこ

とになったのです。阿毛は気が進まなかった
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が、如何せん衆寡敵せず死んでも無駄なこと、

やむなく成行きに任せてこのお仕事を仰せつ

かることになりました。

　この日、阿毛は三人の日軍将校を車に載せ

て出発し、ほどなく黄浦江近くにさしかかり

ました。黄浦江の浪は立ちさわぎ、浪しぶき

が飛び散っております。阿毛は運転しながら

考えているうちに、思わず怒りが胸中にこみ

あげて来ました。

　「おれは昔は青天白日旗の下で走りまわっ

　ていた。どうして今、頭上の旗は日の丸に

　とりかえられてしまったのだ。このおれは

　本来、中華民国の一一本立ちの男一匹。なの

　にどうしてわしらは日本のために手助けせ

　ねばならんのか。それにどのみちいつかは

　死ぬわが身、生きてるより死ぬ方がましか

　もしれん。」

思えばますます恨めしく、心中じっと思いめ

ぐらします。

　「いまこの車に三人乗っている日本の軍人

　め、おれの生命もろとも、こいつらを道連

　れに黄浦江にとびこんでやろう。こいつら

　が尺寸たりとも中国の領土を手に入れぬう

　ちに、この三人の腹の中に煮え湯を流しこ

　んでやれ。」

考えが決まればさっそく実行、自動車のスピ

ードを上げて黄浦江の橋にさしかかると、両

腕で力いっぱいハンドルを切って、大声一番

罵りました。

　「日本兵め、やるぞ！」

言うより早く、ボチャンという音とともに、

人も車も一気に黄浦江に落下したのです。川

の流れは浴々と東に流れ去り、一望はてしな

い大海に注ぎます。霊魂はきっとにっこりと

微笑みながら、あの三人の日本軍人めを閻魔

さまの面前に引っぱって行ったことでしょう。

　こうした愛国の行為は誰にでもできること

なのです。士・農・工・商、どんな仕事であ

ろうと問いません。学者は腕をふるって呼び

かけて民衆を立ち上らせ、農民はしっかり耕

して軍糧をたくわえ、工員はたとえ餓死して

も日本の工場では働かず、商人は断じて目本

と取引きをしない。戦いに当る兵士たちは言

うまでもありますまい。軍隊はもともと国防

のためなのですから。もしわれら四億の同胞

すべてが連合し日本にこうして立ち向かった

なら、なんであのちっぽけな三つの島国が滅

亡しないですむでしょうか。決して忘れてな

りませぬ、四億同胞みんな揃って抗日し、わ

れらが祖国に栄光をかちとることを。

朝　鮮　を　歎　く

　朝鮮は亡国以来数十年、国内の人民はひど

い苦しみを嘗めております。この亡国の事態

は触れねばそれまでのことですが、一旦この

話をすればきっとわが国民の心胆は藻えあが

ることでしょう。

　思えば朝鮮がまだ亡びなかったその頃は、

民は安楽に、誰もがみんな自主・自由の権を

もっておりました。毎年四季は平安に過ぎ、

どの家々も楽しみ満ちあふれておりました。

後になって国家が亡び日本に併合されてから

というものは、主権・領土・資本・財産はこ

とごとく奪い取られます。後になって日本が

朝鮮をどう扱ったかと申しますと、専制の苛

政この上なし。帝国主義の侵略で、朝鮮の民

の受けた苦難はひどいもの。滅びた民で最も

気の毒なのは、納入を迫られる苛酷なさまざ

まの税金。一つでも納め損なったりすれば、

たちまち銃殺、閻魔さまにお目通り。彼らが

もし時たま議論でもすれば、舌を切られて物

も言えず、親戚友入にも会えませぬ。ビラ撒

きでもしようものなら、1時間もたたぬうち、

たちまち日本人につかまって牢屋送りとなる
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始末。庖丁1本は10軒の共用、鉄の鎖は警察

にまとめられ、朝鮮人の鉄器所蔵を許しませ

ん。巡察のときに一命が助かっても、おかげ

で家には一文の銭もなく、人民のくらしは困

難の連続。思わず全国人民そろって悲鳴をあ
　　　　　　　　　　　　　　　　なげても、日本人は知って知らぬふり。実きで

もすればたちまち殺される、そこで笑顔をと

りつくろわねばなりません。

　こうした残虐はまだ序の口、しでかす悪行
　　　　　　　　　　　やさが
我慢がならぬ。一軒一軒家捜ししては、かく
　　　　　　　　　　　　　　　　すれた美女を選び出し、かまわず淫楽好き放題。

朝鮮人が怒りを口には出さぬのをいいことに、

ひとの女房を奪い取り、ひとの娘を強姦する。

一人言うたことをきかぬ者があれば、刀が首

にで一巻の終り、一家親族たちまち離散し、

家庭の団簗も一朝の夢。
　　　　　　　　　つど　やむなく入々寄り集い、生命がけの覚悟で

謀反の計画を立てますが、鉄砲・刀がない以

上とても無理なこと。もし日人に反抗計画が

知れたりすれば、一人残らず斬り殺されるに

きまっています。男どもは逃散するしか道は

なく、妻や子どもは家に置き去り。年寄り子

供や動けぬ病人は、川に身を投げ井戸に跳び

こむほかありません。

　亡国の先例はとても語り尽せるものでなく、

ここでわが国の歴史に立ち戻ってお話いたし

ましょう。古来、強盛並ぶ者なかりしは衆知

のところ、諸外国そろってわが国に進貢して

おりました。ところが、清朝の失敗のため、

日賊にわが台湾と大連を奪い取られてしまい

ます。近年、日人は一寸一尺と飽くなき欲を

拡大し、さらに東北三省・熱河地区を取りま

した。彼らはわが国土をみな併合しようと、

あの朝鮮・インドと同様に見ているのです。

東北の同胞は塗炭の苦しみに陥り、目人に殴

られ犯されること堪えがたく、各県の人民は

時に話し合い、日人の残虐さを罵りあう。た

またまそれが日賊に知られでもすれば、ピス

トルの弾丸で射ち殺されるわが民の数は幾千

幾万にものぼります。

　ああ憐れ、東北の同胞は苦しみに喘いでい
　　　　　　　　　　　　　　　そそます。ただちに武器を執って恨みを雪ぎ国難

を救いに駆けつけましょう。「国家の興亡は
　　　せめ
匹夫も責あり」と昔から申します。「自己の

門前の雪を掃くだけ、他家の瓦の上の霜には

かまうな」式の諺には耳を借してはなりませ

ぬ。敵弾のもとに艶れても、生きながらえて

朝鮮の如き亡国の奴隷とはなりますまい。も

しも君が手を懐にして他人事さと傍観放置し

ていると、将来日賊が君のところに押しかけ

てから後悔しても遅いのです。

　　篤輩もぞ麗害襲み　名　万載に伝う、

　　　　ため　　　　　　　　　　　　　　　　　まさ

　　国の為に身を殉ずるは　理当に然るべし。

　　愛国の精神　人人有す、
　　すみやか
　　趨快に発奮して　彊辺に到らん。

　英・米などの国々にあざ笑われ、わが民族

は軟弱で仕方がないと言われたくはありませ

ん。われら四億の民族が、幾万幾千程度の日
　　　　　　　　　　　　　　　　まこと本兵めに及ばぬはずはありますまい。真に恥

ずべし、真に恨むべし、歯を食いしばり眉根

を寄せ、誓って日本を滅ぼすまで、死ぬるも

悔いず志は堅固。われら士・農・工・商の区

別なく、ただちに東北の戦場に赴こうではあ

りませんか。大刀ひと振り突撃し、敵の戦

車・銃剣・飛行機・爆弾などものともせずに

突進し、敵の兵隊一人も余さず繊滅するまで

ゃり抜きましょう。

　ここで話は一区切り、わたしはこれから戦

場へ駆けつけます。あとは戦いに勝ってもど

ってから詳しくお話いたしましょう。

娼皇帝の夢
　　　　　　　　　　　　いそが人この世に生まれてみだりに忙わしく、策 略を張りめぐらすに心を砕き、武勇・強大を



訳

誇りて名利を争うを事とし、かの天理なるも

のの昭覧さるるなど物ともせず、覇術に依り

て欲望は限りなく、武力もて専制の王となる。

見ずや、かの万里の長城は今なお存在すれど、

笑止、かつての秦の始皇帝、程なく滅亡せる

こと一場の大夢に似たり。

　　うた
　　（腔）かの帝尭の治めたまえる世は四海頗

　　揚すれど、帝舜の譲りたる夏の禺王は無

　　道の君。治水に功ありしとて、自家に天

　　下を伝うることは許されず。果せるかな

　　桀に至りて商の湯王は夏に代り、その国

　　運長からざりき。商の紺王より元・明に

　　至るまで、王朝の入れ換れること数多く、

　　興亡の原因は強は存し弱は亡ぶの外に出

　　でず。

　皇帝政治の暴威に人民は我慢しきれず、清

朝の世になって革命の開祖〔孫文〕が大義を

提侶、専制帝国主義を打倒して、中華共和の

国を建てました。廃君〔宣統帝〕を優待して

その帝号を前通りに残し、私産を保護してそ

の生命は無事でした。退位した以上紫禁城に

はとどまれず、そこを出て別に住居を探さね

ばならなくなり、そこで天津の日本租界に移

りました。ところがかの日人めがよからぬ心
　　　　　　　　　たくわ
を起し、これぞ「奇貨居うべし」とばかりに

いかにも親善を装います。左右に侍って寸時

も身辺を離れず、遊びに外出する時も、かの

日兵が車にまたがり手にピストルを握りしめ、

見かけは護衛でも、暗に監視をしているので
　　にせ
す。仮の仁義で列強をごまかしてはいても、

日本が東三省を手に入れたがっていることは

今に始まったことではありません。そこで誰

計を企て廃帝をたぶらかし、こう言ったので

す。「われわれが出兵して東三省の地を攻撃

し、奉天であなたを新満州国王にしてあげま

しよう。」

　　うた　　（腔）かの偽皇帝この話を聞きて心はずみ、

　　思わず手足は躍りて嬉しさ限りなく、

　　「貴国まことにわれを皇帝に立て給わん
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　　には、貴殿らに朝晩尊き香をば焚き奉ら

　　ん」とそ申しける。

　彼はひたすら皇帝になりたい欲に駆られて、

実は酔生夢死、よく考えもしなかったのです。

世界の潮流が共和政体に移っていることも考

えず、君主帝制が長続きできないことも考え

ず、民国にそむけば重罪犯になることも考え

ず、日人の陰謀に悪い企らみがあることも考

えず、利に誘われて盲目となり、その輝きに

眼がくらみ、まるで人形が操られるようにお

だてられて登揚したのです。

　　（腔）これぞ日人の好詐籠絡の計、かくて

　　出兵の名目あれば辺境までも侵略す。か

　　の張〔学良〕将軍は公理に従いて抵抗せざ

　　るも、野蛮なる日人なんぞ大義綱常を解

　　せん。日入次々とわが遼東・熱河を侵す

　　に、空しく奉呈するのみにて、一矢も報

　　ゆるなし。

　思えば始めから彼らにだまされていたわけ

で、今となって悔んでみても間に合わず、悲

しんでみても無駄なこと。九鼎に大間違いを

鋳出したるは英雄千古の恨みなるも、われら

努めて濫の手入れをすれば、まだ羊は逃げず

に済もう。

　　むtぴのうた
　　（腔上板）雷鳴一撃して黒雲散じ、青空に

　　太陽は光りかがやく。士気は山河に満ち

　　あふれ、死生をかえりみず前進する。長

　　城のもとでは熱き血が流れ、砲声は島国

　　を撃破する。びっくり偽皇帝は胆っ玉っ

　　ぶれ、口に思わず「お母さん」と呼ぶ。

　　それも栄貴の欲に溺れたため、今となっ

　　てあわてても追いつかぬ。日本め、心の

　　陰険なやつめ、勝手にわしを天子の座に

　　据えおって。南面、天子となりはしたが、

　　自分で法律定めもならず。大権すべて日

　　人の手に、国事もわしに相談はなし。時
　　　　　ただ
　　に何かを質したりすれば、きっと日人に

　　いやみを言われる。勝手にのさばること

　　曹操・王葬の如く、まるでわしを朝鮮国
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王と同じに扱いおる。明らかにわしを人
　　　　　　　　にせ　　　　　にせ　　　　　にせ
形扱いにして、仁も仮、義も仮L心も仮。

あいつは民国と戦端を開き、そこで奉

天・吉林・黒竜江まで侵略した。自分の

植民地をひろげては、進攻退守、辺境の

防備を固めおる。もし僥倖に勝ちでもし

たら、きっと満州国も滅ぼすにちがいな

い。わしはあいつの話に従っていてはなら

ぬ。わしは自分で主張をもたねばならぬ。

わしは虎の悪事の手先になってはならぬ。

わしは〔山海〕関を出て偽皇帝になって

はならぬ。今はもはや騎虎の勢、生死存

亡は運まかせ。皇帝、心中にあれこれ思

うとき、大砲はドドーンと山野を震わせ、

中華民国の義勇軍は敵に戦場で決戦を挑

む。かの民衆団体慰問会は、食物・飲物

を前線に送る。兵士は国と人民を護り、
　　　　　　　　　　　　　　　ふせ
人民は金や食糧を援助する。外侮を禦ぐ

には軍備が必須、武力が足りれば国勢は

あがる。欧米各国はその模範、文武の備

えは我が国にまさる。みんなで起ち上り

さっそく手本にし、しっかり牛耳を執っ

てアジアの覇者となろう。何より大事は

全員が心を合わせ一致すること、街中、

むやみにワイワイ叫ぶことはない。叫ん
　　　　のど
で声かれ喉がつぶれるよりは、敵に向か

って一矢を報いた方がよい。万民心を一
　　　　　　　　　　　　　　　かきにしてひたすら外敵に向かい、兄弟糟に
せめ

閲ぐことは止めようではないか。同舟の

人が助け合って外侮を禦げば、日人を撃

破して民気は高揚するだろう。

（帰板）望むらくは、この戦争終結して失

地は回復され、三省平定されて偽皇帝の
　　　　　　　　　　　　　　　　あぶみ
打倒されんこと。その暁には鞭は鳴り鐙

は響きて、凱歌斉唱、わが民国の永遠に

続くを祝福せん。

古今談（鼓詞）

　さあ、昔と今の話をいたします。話をみん

なでお聴き下さい。ζの話はほかでもない、

ただ眼の前の大事件の物語り。

　甲午の年〔1894年〕、中日両国間に戦争が

始まり、日本は全国の兵を動員する。軍事国

債には誰もが応じ、勝敗の帰趨には老若みな

関心をもちました。ところが我国はと言えば

残念至極、この一大事をごく軽く見たのであ

ります。西太后は宮殿の奥深く安穏の日々を

送り、文武百官は自己の利害に目ざといばか

り、北洋海軍は黄海の海戦で敗北し、李鴻章

の潅軍も藩陽で敗退してしまいます。あわて

て文武百官は家族を逃げ出させるに手一杯、

王公大臣は北京を捨てて朝廷を他へ移すこと

ばかりを考えます。上のお偉い方々は自己の

打算ばかりに専念して、家を失い妻子離散し

た下々の民草のことなど誰も考えてはくれま

せん。あわれ民草、その多くは日軍の砲火で

殺され、その多くは逃げる途中で命を失い、

その多くは家屋財産をことごとく掠奪され、

その多くは先祖の墓を踏み荒らされました。

こうした手ひどい仕打ちでもまだ足りず、ほ

どなくさらに骨身を削って賠償金を支払わね

ばならなくなりました。李鴻章が和議に出か

けて結んだ「馬関条約」の内容は、領土の割

譲、賠償の支払い、市港の開放、領事官の設

置、通商や工揚経営の免税、撤兵の延期。朝

鮮を取られただけに止まらず、膨湖諸島・台

湾・関東州までも割譲し、軍費賠償金は2億

両、ためにわが国庫は空虚、万民は貧窮に陥

りました。この身売り証文で中国が切り売り

されますと、それからというもの、日本は虎

が翼をつけた勢いでわが国の独占を企てたの

です。内閣で「大陸政策」が決まると、陸海軍

の大臣はせっせと増兵、チャンスの再来を待

ち望み、中国を征服して東亜の覇権を握るこ
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とを考えました。あいにく日本は時運に恵ま

れ、欧州列強が戦争に突入、英・独二国は西

欧で戦うばかりか、戦禍をアジアにひろげま

した。英人がドイツの勢力をアジアから一掃

しようと、日本と密約を結んだため、日入は

ワツハと笑い、「中国への進攻は以前からの

わが狙い、この機に乗じて先ず山東地方を奪

い、ついで華北数省を併呑せん」と言う次第。

さっそく人馬を発動し、海を渡ってわが国土
　　　　　　ロンコウ
に侵入、まず竜口から上陸し、たちまち次い

で茉州を占領。半島を横断して膠州をめざし、

幾万の大軍が南下します。沿道の町村みな占

領され、びっくり民草ふるえおののき、食
　　まぐさ
糧・秣は根こそぎ奪われ、鞭で打たれ縄でし

ばられこき使われるばかり。膠東〔半島部分〕

を占領しただけではまだ済まず、こんどは鉄

道沿いに西進し、灘県・済南みな占領、鉄

道・鉱山ことごとく日人のものとなって行く。

こうした痛苦のことはしばらくおくとして、
　　　へきれぎ
ここに簿震一声、天下おどろきました。「二十

一個条」の承認をわれらに迫って来たのです。

その悪辣な要求の内容は世間に広く知られる

通り。山東・南満と内蒙古の土地、沿海の島喰

をみな併呑させよ。北方だけでなく、さらに

南方の湖北・湖南・江西・福建の各省で、鉄道

敷設・鉱山採掘を日本にやらせよ。中国の財

政は日本の顧問が管理し、軍隊の訓練にも日

本人を迎えよ。もひとつ稀有のことは、日本

の警察官をわれわれに代って巡警させよとい

う要求です。もしこうした要求がみな満たさ

れたなら、中国は実は亡んで名が存するだけ。

この時のわが国の総統は哀世凱、帝位にのぼ

ることのみ思いつめ、ひそかに日本の要求を

受け容れて、日本の保護を頼りに朝廷を立て

ようとしたのです。古来、上に立つ方々はみ

な私利をはかるばかり、国家・人民の利害を

心に止める者など誰もおりません。哀世凱は

日本と共謀して軽々しく権益を切り売りし、

中国に無限の禍根を残しました。これらの痛
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恨事についてはしばらくおいて、次にここ数

年来の大事件についてお話いたしましょう。

　民国14年〔1925年〕、わが国には大革命が

おこり、〔商・工・学〕各界では人々心を揃え

てストライキ、食糧・労力・兵士を送り出し

ました。列強の勢力を中華の土地から追い出

し、同時に北洋政府を一掃せんがためでした。

広東は革命の根拠地となり、ここで北伐軍が

訓練され、十万の精兵は数手に分れて北進し、

無数の民失は先を争って前進、東南五省では

孫伝芳を追い出し、軍は湖北に進出して長江

の中心〔武漢〕を占領しました。波止場の人夫

は天秤棒のカで英租界を奪回し、農民は立ち

上って土豪劣紳を打倒する。陳西・甘粛の二

省でも革命がもちあがり、河南の「紅槍会」

は奉天軍を追い出します。びっくりしたのは

外国のお偉方、あわてふためき為すすべを知

らず。びっくりしたのは高貴なお役人方、ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むるぶるドキドキするばかり。「平民どもが謀
ほん

反をおこした」と言う者あれば、「奴隷ども

めが変心しおった」と言う者もある。「この

まま行けばとんでもないことになるぞ。人民

が立ち上って中国が復興するくらいなら、早

いうちに手を打って、革命を残らず撲滅する

がよい。」列強の考えが相談でまとまり、お

どしやすかしがかかって来ます。上と結んで

下を打つ、その手段は神妙、人民の圧殺には

情容赦もありません。昔からの諺に、「物必ず

先ず腐り、然る後虫生ず」とはよく言ったも

の。「お前の要求は過激すぎる」と言う者あれ

ば、「どうして口先だけで実行しないのだ」と

言う者もある。双方、相手の意向に不満で対

立はますますひどく、紛争が起りました。黄

浦江上、風雲変じ、洞庭湖中、波浪興る。あ

われ、最後の詰めの段階で事は破れ、外国の

お偉方の高笑を許してしまいました。「こう

なれば、われらはもう恐れることはない。誰

がよいかダメか、誰が最も具合がいいかをよ

く考えよう。」各国の権益はみな保証されて
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いる中で、日本はまたもや単独で事を進めま

した。機に乗じて山東地方に出兵し、南軍が

北進するのを阻止したのです。民国17年

〔1928年〕5月3日のこと、済南城頭に軍隊を

動かし、多くの人民は虐殺され、外交官は鼻

をそがれ心臓を扶られました。この悲痛な出

来事は誰もが知るところ、さらにその後の事

をお話すれば、もっとびっくりなさるでしょ

う。

　日人は朝鮮占領以後、南満の経営をどしど

し進めました。関東軍・関東庁・満鉄会社と、

軍事・政治・経済を手分けして進め、時機の

再来を待って、満蒙を独占せんものと構えま

す。民国20年〔1931年〕9月18日夜のこと、

藩陽城附近に大禍が発生。グワーン、グワー

ンと大砲は立て続けに鳴り響き、バラバラッ

と騎兵は飛ぶように走る。ブルルンと飛行機

は空から舞い降り、ブリンブリンと戦車は地

面を飼いまわる。わが多数の老人幼児は爆死

し、わが多数の家屋・城壁は崩壊し、わが多

数の母親・子供は離散し、わが多数の扉や門

は焼けくずれました。次から次へと占領され

ても、わが守備の軍隊はとめどもなく撤退す

るだけ。それというのも、「不抵抗主義」を
　　　　　　　なら
上がやれば下も傲う、という次第。こうして

空しく東三省は失われてしまったのです。将

軍は逃げ帰っても官職があるが、あわれ千百

万の民草にとっては、家があっても帰るを得

ず、無理に帰れば死を待つばかり。

　昔から「一寸手にすりゃ一尺欲しがる」と

いうように、人の心はみな同じ、そこであい

つはさらに人馬を動員して西に進みます。先
　　　　　　　　　チ　ヤ　ハ　ル
ず熱河を奪い取り次は察恰爾へ、繧遠を手に

入れてこんどは寧夏ヘーこの満蒙併呑の策

略はまことに巧妙、華北の各省はみなその掌

中に入ってしまいます。もし中国の大半〔華

北〕を取ったとすれば、次は南の三江〔江蘇・

漸江・江西〕・両湖〔湖北・湖南〕・嬉〔広東〕・

閲〔福建〕の番：です。敵まだ遠しと思し召さ

文

るな、たちまち大禍は降りかかる。三年前、

長城の各所で血戦あり、今また緩遠で衝突お

こる。長城の戦いに意気揚がり、兄弟たちは

敵を皆殺し。やったり！　やつらの屍は累々

と横たわり、やったり！　やつらの泣声は綿

綿とつづく。誰もが一気に振い立ち東北めざ

して攻め込むかと思っておれば、何たること

そ政府の外交はまたまた協定づくり。外交官
　タンク－

は塘沽で杯を挙げて慶賀しても、兄弟たちは

前線から涙をぬぐって撤兵する。この痛根事

はどなたも御存知、今度は「平津演習」の大

問題を語りましょう。

　長城からの撤兵以後、「翼東〔河北省東北

部〕にまた政府ができる。」22県はもはやわ

がものにあらず、日軍はまた大挙して平津地

区に入りこみます。まず豊台でわが国の軍隊

を追い払い、鉄道を占拠して通行を許しませ

ん。天津では兵営をつくるのに労働者を招募

し、工事が終ると彼らを河流に投げこみまし

た。彼らはいずれもわが国の男たち、誰もが

父母や妻子を抱える身。こうして魚の餌にな

り海底に沈んでしまえば、残った父母や妻子

は誰に頼ってくらせましょう。何千軒もの被

害者、昼夜に泣き悲しむも、眼の前のやつら
　　　　　　　　　　　　　すべの威張りよう、「歎きを訴えん術もなし。」こ

れぞ「禍は単行せず、福は隻至せず」という

ところ、やつらはさらに平津地区で軍を動か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとしはじめます。沿道、男をつかまえ食糧を索

め、老幼・貧者も容赦なく、つかまえた男た

ちには武器を運ばせ、入りこんだ民家は兵営

にする。家屋を占拠されるくらいはましな方、

多くの家屋はぶちこわされる。家屋をぶちこ

わされるくらいはましな方、一帯の植付けは

根こそぎ荒らされてしまいます。馬蹄に踏み

にじられて行くのは手塩にかけた作物、戦車

がゴウゴウと踏み倒して行くのは先祖伝来の

墳墓。弾丸は父祖の家産を穴ぼこにし、大砲

は人の心胆を慎え上らせる。眼にするはいず

こも日本兵のやつら、老若の民草は「どこに
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逃げのびればよいのか。」人は言う、「こんど
　　　　かり
はほんの仮の進攻だ」と。だが「いつかは仮

が真にすりかわる」かも知れません。こんど

の「仮〔臨時〕の措置」でも人民はたっぷり苦

しみを嘗めたのに、「真の行動」が起ればど

んな悲痛な事態が生ずるやら。

　この地で砲声が止んだかと思うと、〔1936

年11月〕繧東地区からまた変事のしらせ。李

守信・王英が前哨となって張海鵬の大隊が後

に続き、さらに徳王・卓什海が緩北から兵を

ひきいて進み、東北から四手に分れて進撃、

繧遠の奪取を狙いました。彼ら禍国狭民の漢

好たちは先鋒の受持ちで、日軍めが背後でた

えず操って戦わせているのです。その上、あ

の目の丸をつけた飛行機の空中からの爆撃は、

官・兵・民の差別なし。飛行機から投下され

る焼夷弾は、山野をあまねく焼き払う。前線

の兄弟たちは決死で戦い、一般の民草も覚悟

を固めます。心をあわせて進撃し、敵を残ら

ず薙ぎ倒せ。さきの数次の戦いで、敵を敗走
　　　　　　　　　いくさ
させはしたが、大きな戦がまもなくやって来

ます。

　諺に「追いつめられれば兎も噛みつく」と

申します。まさか「よろず民草、心を一っに

できはせぬ」とは言えますまい。国亡び家破

れ民族滅びる間際になって、それから立て直

しをはかってみても、できる道理はありませ

ん。いざ立ち上がれ立ち上がれ、今こそすぐ
　　　　　　　おの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おの

に立ち上がれ。己が力の限りにやり、己が武

器もて敵と渡り合え。政府の行なう交渉をあ

てにするな、国に「心中の不満」の解消を期

待するな。ましてや天命を信ずるなどもって

の外、じっと我慢して声も立てぬのももって

の外。これまでの〔政府の〕交渉をわれらは安

易に考えて来たが、どの条約とても〔内容は〕

悲痛ならざるものはない。昔から己れを救う

はみな自らのカ、解放の重責も自ら担うほか

はない。後援会・義勇軍で前線に加わり敵と

渡り合い、緩遠地区を固守するに止まらず、

長春にまで進攻し、日人めを東の海に追い帰

し、外国のお偉方を中華の土地から追い出し

てしまいましょう。その時はじめて皆がしあ

わせに、妻子や老幼、一堂に会して喜び合え

ることでしょう。

　このたび致しましたる昔と今のお話、みな

さんどうか直ちに立ち上がって、がんばって

前進して下さいますよう。

コ　レ　ラ　退　治

　かくらん

　霧乱の暴威最もすさまじく、毎年多くの死

者を出す。別名をコレラと称し、まことにま
　　　　　　やまい
ことに怖ろしい病。発病すると嘔吐が続き、
　　　　　えぐ
腹痛は刀で挟られるよう。唇は紫に変り眼は

くぼみ、生命はやがて消え果てる。

　　　　　　　　　　　　　　　　ツ－　　　みなさん、この「西江月」調の詞はな

　　ぜ作られたとお思いですか？　もともと

　　雷乱、別名コレラは最も危険な伝染病で

　　す。毎年、夏と秋がこの病気の最流行期

　　で、死者が多数出ます。ところがわが中

　　国では科学が発達していないために、片

　　田舎の村人たちは、病気が発生しないう

　　ちから予防などせず、病気が発生すると、

　　お香を上げて仏様を拝むか、さもなけれ

　　ば誰か怪しげな漢方医を迎えて、いいか

　　げんに草根木皮を調合して飲ませるだけ。

　　これではどれだけ多数の人命が失われる

　　か知れません。どうかみなさん、程乱は

　　危険な病気ですが、予防してこれを発生

　　させない方法がいくらもあるのです。ど

　　うかゆるりとお話しするのをお聴き下さ

　　いo
　　　　　　　　　　　ワンヂアチユワン
　話は〔河北省〕祁州城外の王家荘でのこと、
　　　ワン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワン

ー軒の王という姓の御大家がありました。王
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　　　　　　　　　　　　　　　ワンヨウチヤン
家は以前に郷長をつとめ、その名を王有常と

申します。この村では十人中九人が字を読め

ませんが、王有常は学校へ通ったことがあり

ました。この日、王有常が家ですわっておリ
　　　　　　　　チヤンレン
ますと、急に隣りの張仁の家からワアワアと

さわぐ声。それに激しく泣き叫ぶ声も聞えま

す。「とうちゃん！」「かあちゃん！」王有常

はしだいに気持が落ち着かず、やむなく張家

へ様子をたずねに参りました。するとそれは
　　　　シアオサン
張仁の子供小三が病気にかかったので、張仁

夫婦が看病しております。張仁あわてて席を

譲り、王有常旦那に訴えました。「この子は

もともと体は丈夫、なのに今日病気になりや

した。」張仁と有常がそばで話をしているう

ちにも、小三はしきりにうなって両親を呼び

ます。有常がよくよく見ると、小三の両眼は

落ちくぼみ顔色は真っ黄色。吐くかと思えば
　　　くだ
続いて下し、吐いたものは水のよう、下した
　　　　　とぎじる
ものは米の磨汁のよう。小三が言う、「おな

かがきりきり痛いよう、それに足がひきつっ
　　　　　　　　　　トンチユワン
てる。」張仁が「おれは東荘に薬を取りに行
　　　　　　　　　　　　　ウエンシエンミヤオ
く」と言うと、かみさんは、「痕神廟へ線

香を上げに行った方がいいよ。痙神さまは昔
　　ぎきめ
から効目がある、線香を上げる方が薬を飲む

よりずっとましさ」と言う。これを聞いて王

有常は申しました。張仁よ、よおくお聴き：

　　　王有常は小三の病気が震乱だと気づき

　　ました。線香や仏さまが何の役に立ちま

　　しょう。彼はさっそく張仁に言いました。

　　「おまえ、小三のかかった病気は霊乱、

　　またの名をコレラというやつで、ひどく

　　危険な伝染病だ。線香を上げても役には

　　立たぬ。やはり急いで誰かりっぱな先生

　　から薬をもらって飲ませねば。」王有常

　　に霊乱がきわめて伝染しやすいことを知

　　っていたので、これだけ話すと、急いで

　　家にもどりました。

　家にもどった王有常の話はあとにして、ま

た張仁について語りましょう。小三の病状が
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ますます悪くなるのを見ては、出るは溜息、

居ても立ってもいられません。またもや奥方

さまに声をかけ、奥方おまえよおくお聴き：
　ヨウチヤン
　「有常旦那の言うことはあんまりあてには
　　　　　　　　　　　　う　つ　ならねえ。コレラとやらが伝染るなんて信

　じられん。やっぱり癌神廟にお線香を上げ

　てお供えをし、痙神さまの御慈悲で御加護

　をお祈りしなくては。」

張仁のかみさん間をおかず、さっとばかりに

線香を取り出します。急ぎに急いで参ります

と、痙神廟ははや面前。お供えしてから線香

を上げ、台の前に身をかがめてお祈りします。

「どうか痕神さま、助けてください。小三を

楽にしてやってください。」お祈り終えるや

早々に、家路へとって返します。小三の病状

はよくなるどころか、時々気を失っては白眼

をむき出します。張仁が「おれは東荘に行っ

て趙先生にお願いしてみる。先生の医術は神
　な
仙並みだそうだ」と言うと、かみさん聞いて

しきりに言う、「それがいいよ、早く行って

早く帰っておくれ。」張仁聞くや間もおかず、

さっとばかりに上衣を着ます。東荘までは一

里足らずの道、しばらくも待たぬ問にもうも
　　　　　　　　ふところ
どって参りました。懐から一包みの薬を取り

出し、奥方さまに向かって、お前よおくお聴

き：

　「趙先生がおっしゃるには、この薬で吐き

　気も下痢も止まる。薬の利きめは仙丹と同

　じだとよ」。

　　　　　　　　　さ　ゆ　　　つ
かみさんお碗に半ば白湯を注ぎ、小三を抱え

起して薬をのませます。小三やっと薬をのみ

下しましたので、張仁夫婦は大喜び。誰もが

これで小三は助かると思ったのですが、なん

とその晩に小三の生命は絶えてしまいました。

　　　　　　　かくらん
　　　みなさん、程乱という病気はきわめて

　　危険なものですが、この病気にかかれば

　　必ず死ぬとは限らないのです。小三の病

　　状は最初はそれほどひどくはなく、彼が

　　死んだ原因は、第一に彼の両親が迷信に
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　　まどわされていたからです。両親がもし

　　線香を上げるなどと言わず、真先にりっ
　　　　　　　　　　み　　ぱな先生に頼んで診てもらっていたら、

　　死ぬことはなかったでしょう。第二には、

　　趙先生とやらにたぶらかされたのです。

　　もともと雷乱にかかった者が吐き気止め

　　下痢止めの薬を飲めば、極めて危険なの

　　です。

　　　小三が死んで、張仁夫婦が歎き悲しん

　　だことはもちろんですが、これについて

　　は述べません。ところで震乱はもともと

　　伝染病なのに、王家荘の住民は、王有常

　　を除いて、誰一人として予防のことを知

　　りませんでした。そこで小三が死んでか

　　ら、窟乱の病にかかる者が日一日とふえ

　　て参ります。

　小三の生命が消えてから、王家荘では毎日

病人が出ます。病状はすべて小三と同じで、

吐いて下して腹が痛み筋肉がひきつる。口が

からからになり小便は出ず、手足は冷え切っ

て身体中に汗をかく。食べたくも飲みたくも

なく、体中、カが抜け意識がなくなる。病人

は十中九人が死に、十軒のうち九軒に病人が
　　　　　　チヤン　　　　　　　リ
出る有様。今日張さんと李さんの埋葬が終っ
　　　　　　　　　　チヨン　　　　　スン
たかと思えば、翌日には鄭さんと孫さんが亡

くなります。霜乱が人を殺すさまは虎の如く

兇悪だと言いますが、こうなると虎よりはる

かに兇暴です。王家荘ではどの家にも病人や

死人が出た中で、かの王有常一家にだけは病

人が出ませんでした。皆さんがた、どうした

わけかとお尋ねですか？　ひとつそのわけを

初めからお話いたしましょう。あの日、王有

常は小三の病状を看て取るや、急いで家にと
　　　　　　　　　タイタイ
って返しました。彼は太太〔奥様〕に向かって

申します。太太、おまえよおくお聴き：

　　　　　　　　　　　　　　　　　くだ　「この村に窪乱病が発生した。吐いて下し

　て筋肉がひきつる。震乱はもともと伝染し

　やすいから、今目からわれわれよく気をつ

　けるのじゃ。震乱は危険な病気だが予防す
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　る方法がある、予防が十分ならば病気には

　かからない．もし不注意で程乱にかかれば、

　この病気はおそろしく危険だ。この病にか

　かれば、十中八九、生命はない。自分が死

　ぬのは無論のこと、一家全部に伝染する。

　太太、おまえ病気の恐ろしさがわかったら、

　できる限り気をつけるのだよ。」

王太太、聞いてすっかり怖くなり、そこでお

しゃべりいたします。

　　　この時彼女が旦那に訊ねたのは、「霊

　　乱の伝染を予防するには、いったいどん

　　な方法があるのですか？」王有常は振リ
　　　　　　　　シウチユアン
　　向いて、彼の娘秀娼に向かい、「兄さん
　　　ねえ
　　と媛さんとをこの部屋に呼んでおいで。

　　わたしがお前たちに穫乱予防法を話して
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂヤン　　やろう。」まもなく秀娼は、兄さんの占
　ユアン　あによめ　　ウ－

　　元・艘の呉氏と一緒に母屋にやって来

　　ました。

　先頭に来たのは王占元、後に続くは王秀娼。

嫁の呉氏は小さい足で歩くの遅く、上体左右

にゅすってもおくれます。一同、母屋で席に

っくと、有常、話を始めました。

　「この村に震乱病が発生したが、これは軽

　視しておれぬ。震乱というのは、ひどく危

　険な伝染病で、たった半日で死ぬという。
　　　　　　　　　くだ　発病すると吐き続け下し続けで、腹痛は刀

　で挟られるよう。足はひきつり堪えがたく、

　意識を失い口中はからから。張家の小三が

　この病にかかったが、われらは予防の方法

　を講ずれば安全じゃ。」

占元が申します。

　「霊乱はどこからどうして伝染するのか、

　お父さま、くわしく話して下さいません

　か。」

有常が語ります。

　「震乱をうつすのは、窪乱菌の働きだが、

　この菌は顕微鏡でなければ見ることはでき

　ぬ。病人の大便中にはみなこの菌があるが、

　食物の上にもたくさん菌があるのじゃ。病
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　人の糞便をそこらに撒いたりすれば、蝿は

　それを見て大喜び。汚いものほど蝿は好き、
　　　　　　　つど　大群なして寄り集う。ゆっくりたっぷり食

　べてるうちに、たくさんの病菌が体にくっ

　つく。病菌をっけてあちこち飛びまわり、

　中にはよその厨房に飛びこむ。厨房中に食

物が放り出されたりしていれば、この死神
　　　　　　　　　　　　　み　どもまたもやたかって腹を充たす。蝿が歩

　いた食物にはすべてたくさんの病菌が残さ

　れる。物を食べる人が不注意だと、食物を

　病菌と一緒に腹に納めてしまう。腹の中に

　窟乱菌が入ると、二三日で発病する。病人

　は十中九人が死に、いくら身体強健でも無

　駄なこと。どうだい、震乱の正体がわかっ

　たかね、程乱菌こそ発病の根源なのだよ。

　　　話のついでにもう一つ、よくよく話を
　　　　　　　　　　　　マ－トン
聴くがいい。これまで川に馬桶〔便器〕を

　流す人がいるが、程乱病はそれで別の場所

　にもひろがるのだ。それというのも多くの

　家では川の水を使っている、病菌がその水

　の中にもあるのを知らずに。こうして川の

　水を飲めば程乱になるのは、蝿が病菌をま

　きちらすのと同じこと。

　　　もひとつ注意を要することがある、よ

　くよく話を聴くがよい。震乱菌は病人の糞

　便中だけでなく、病人の衣服・布団にも着

　いている。もし病人の衣服や布団にさわっ

　たりすれば、たちまち病菌がいくつか手に

　くっつき、食事の前に手を洗わぬと、その

　病菌も胃腸の中に入ってしまう。だから言

　うのじゃ。もし程乱が発生しても、われら

　十分注意しておれば安全なのじゃ。」

王有常がこの話をしおえると、傍らの王占元

はびっくり仰天。お父さん、お父さん！　お

父さん話して下さい、雇乱予防にはどうすり

ゃいいか、お父さんもっと話して下さい。有

常そこで話し出す。

　「予防法はべつにむずかしくない。第一に

　病人の吐鴻物に気をっけて、穴を掘って埋
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　めてしまうこと。次に食物はすべてよくよ
　　　　　　なま　　　　　　　ひ
　く加熱して、生もの、冷え物、生煮えは食

　べず、食器はいつも消毒する。こうすりゃ

　病源は防げるぞ。」

王太太が申すには、消毒とはどうすることか、

くわしく話して下さいませんか。王有常が申

します。

　「消毒とは病菌を殺すこと、方法は至って

　簡単じゃ。田舎では消毒薬を買うのはむず

　かしいが、お湯を沸かすなら容易じゃろう。

　病菌は熱湯に出会えばすぐ死んでしまう。

　おのずと病気もうつらぬわけ。」

有常は病菌絶滅の方法を語ったあと、さらに

伝染を断ち切る方法について語りました。

　「蝿こそが死神じゃから、こいっらを防ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　はえちよう
　ことが先決じゃ。食物・飲物の上には蝿帳

　をかぶせ、厨房には網戸をつける。蝿は見

　つけ次第に打ち殺し、病気を運ばせないよ

　うにする。街で切り売りしている西瓜は買
　　　　　　　　　　　　　　　　　　なま　わず、不潔な食物はむろん食べぬこと。生
　みず
　水飲むのは最も危険、煮立てて飲めば先ず

　安心。食前・食後は必ず手を洗い、雷乱菌

　が手に着かぬようにする。われらの手がも

　し病人に触ったら、手を洗って消毒するの

　が何よりも先。一言でまとめて言えば、ど

　こも清潔、いつも気をつけていれば無事。」

王有常がこれを話し終えますと、家中みんな

心明るくなりました。占元が母親に向かって

申します。

　「お母さま、どうかお聴き下さい。今後、

　われら一家こぞってお父さまのおっしゃる

　通りにして行けば、雷乱がいくら危険でも

　入りこんでは来れぬでしょう。人は程乱を

　虎の群にたとえていますが、われらは虎退

　治の英雄、そろって前進いたしましょう。」

有常一家の窪乱防衛のことはここまでとして、

再び他家のことを話しましょう。小三が死ん

で一週間もたたぬうちに、小三のおっ母さん

も亡くなりました。こうして死者は続々と絶
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えることなく、王家荘の芙声は天を覆さんば

かり。どの家も子供たちはみな喪服を着、ど

の家にも新しい墳墓がふえました。村中では

十中八九が災難に遭ったのに、かの王有常の

家では全員無事だったのです。この話はここ

でおしまい、どうかみなさん、決して軽視な

さらぬように。
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①　胡阿毛開車入黄浦

九一八事攣在藩陽　我國守邊的將軍徹底不抵

抗聴悪他國聯急檬慮理誰知又在上海開了

職場　読的是倭奴在上海動刀槍　他打算着侯

着武力來要脅中央　那知道中央政府辮事更乾

脆哨嘔々一氣搭車進了洛陽按下這遷都之

事暫且不表　哨先把那上海的職事細論端詳

有名的能征善戦的十九路軍軍長察廷楷　他就

準備著和那日本鬼子刀封刀來槍封槍　論和不

成開了杖　只見那一團殺氣禰漫黄浦江　只聴

那野砲重砲磯哩噛噌鎭天慣哨　呼隆々轟場了

縷舎震倒了培　那手溜弾噛略咄略一個接著一

個的絢　嘩駐々蓮珠不断的机關槍　天上的飛

机飛來又飛去　燃焼弾爆炸庭々起火光　把一

個魏々的圖書館焼成焦土　把商務印書館得焼

也只剰了四堵培　也不知道焼焦了多少買費舖

戸　也不知道焼焦了多少客桟民房　槍弾如雨

遍地落　炮弾轟撃實難防　無享的良民不知道

死了有多少　読起來不由人陣々涙沽裳　有銭

的富人他佳租界　無銭的窮人栖々逗々　逃命

顧不得親兄弟　読什歴妻子供爺娘　一旦得被

日本鬼子捉了去　不是槍麗便是開瞠　有的是

至死不屈審猛虎　有得是引頸就獄似綿羊　那

娯國的英雄也不計其敷　軍読這位損國的英雄

他出身在汽車行　此人阿毛爲名胡爲姓　生來

一副忠烈心腸　4常裡他原來是開汽車在上海

　整天慣東奔西馳在馬路上　錐未曾浪跡江湖

朝秦暮楚　也算是走遍了上海這個大商揚　只

因爲近日戦事劇烈那汽車歌了業　胡阿毛他間

得心裡好不悶的慌　一日他就走到大街上去聞

躍腱　又誰知却被幾個日本鬼子拉々祉々捉進

螢房　從他身上捜出開車謹　於是乎硬派他把

日本的汽車夫當　胡阿毛他有心不幹　念奈是

寡不敵衆死也無盆　無奈何看風使船的把這差

使來當　這一日他正載着三個日本軍官往前走

　不大的工夫就走近了黄浦江　那黄浦江後浪

催前浪　伏々起々浪花見揚　他一邊開車一邊

想　不由得一股怒氣沖胸瞠　我往日走來走去

在青天白日旗下　爲什慶而今頭上的旗子却換

了一個紅太陽　胡阿毛生來是中華民國的一條

頂天立地的男子漢　爲什腰日本打噌噌反替他

鷲忙　更説不定那一天活着那一天死　活着倒

不如死了的強　越思越想心中好恨　低頭不語

暗打量　汽車裡現坐着三個日本鬼　挨我一個

帯着他三個下了黄浦江　管教他未得中國的尺

寸領土　先灌他三個毎人一肚子湯　圭意打定

就是這腰著辮　把汽車開足了馬力來在了江橋

上他爾手一轄使了一使邪勤見大罵了一聲

目本鬼子我入娘　読時遅　那時快　只聴得撲

通一聲口向　蓮人帯車就一氣淡下了黄浦江　那

江水稻々東流去也　直入大海一望荘々　嬢魂

當室顯着微笑　拉著那三個日本鬼子去見閻王

　可見是這愛國的事見都能辮的到　不論他士

農工商那一行　論書的振管一呼民衆齊起　種

地的好々耕種備戦糧　作工的餓死也不進日本

工場　倣買寅的永遽不和日本経商　當兵的武

装同志個更不用説　養兵原來是爲的國防　如

果我椚四萬々同胞大家聯合起來和日本這檬的

幹　那伯他魑々三島不滅亡　不滅亡　永莫忘

　四萬々同胞大家齊起來抗日爲我祀國孚榮光

歎　朝　鮮

朝鮮亡國数十年　國内人民受熱煎　不言這亡
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國事我伺還則罷了　要提起這等事伯的我民心

謄寒　想當初朝鮮未亡民安樂　個々都有這自

主自由椹　一年四季李安過　家々戸々樂無邊

　到後來國家滅亡露日本　一切的主権領土資

本銭財被人佑　到後來日本封他是何様　専制

苛政封待十分嚴　帝國主義來侵略　鮮民難受

苦顛連　滅人種最可憐苛絹雑税一日要完　有

了一個延遅俣　立時槍艶見閻羅　鮮民如有聞

議論　割去了舌頭不能言　親戚朋友不得見

如要走動開路軍　過了鍾黒占不回縛　立被日人

採進監　一個藥刀十家用　鐵練栓在警察邊

不許鮮人藏鐵器　察着之時一命完　只關的家

々無有一片鐵人民工作十分難　不由得全國

人民齊叫苦　日人聴知又把瞼翻　如有突者立

時死　不然就得帯笑顔　這榛残暴還不算　提

起行好最難堪　家々戸々都捜到　挑選民間美

鐸娼　任意好淫行快樂　鮮人敢怒不敢言　人

家妻子他強信　人家閨女他強姦　有了一個説

不允　刀挾膵子性命完　全家骨肉一時分散

天倫樂事治滅完　無奈何漿起奮闘掛命大謄想

造反　可是没有鎗枝鐵器也是柾然　若被目人

知道反抗事　準必是一個一個刀下残　衆百姓

無奈都逃散　勉妻棄子舎家園　老幼残病胞不

動　無奈投河跳井問　一言難蓋多少亡國鑑

再回來把我國的歴史談一談　自古來強盛無敵

誰人不曉　各國進貢到中原　不料清朝失敗了

　被日賊奪取我國皇溝及大連　近年來日人得

寸進尺貧圖無厭　又佑了東北三省熱河邊　他

想把我國土地全都呑併　與朝鮮印度一檬看

東北同胞現在遭塗炭被日人殺打姦淫最不堪

　各縣人民閲談論　大罵日人暴凶残　偶被日

賊知覧了　手槍盒子射死我民不知幾千萬　最

可憐東北同胞死的苦　要起快執犬雪恨救國難

　常言道國家興亡匹夫有責　別學那只掃自己

門前雪不管他人瓦上霜的古人言　情願去作槍

下鬼　不作楡生的朝鮮亡國奴才　弥要是袖手

傍観置若岡聞全然不管　將來日賊來到祢後悔

巳晩　馬革裏戸名傳萬載　爲國殉身理當然

愛國精紳人人有　趨快聚奮到彊邊　別被那英
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美各國來恥笑　論俺民族軟弱不堪　難道我椚

民族四萬々　反不如媛賊幾萬千　眞可恥來眞

可恨　咬定牙關鎖眉尖　一心要把日本滅　死

而無悔心志堅　望我椚無論士農工商與那界

快到東北一帯戦場邊　大刀一暴往前趨　不伯

他鐵甲槍刀飛機炸弾覗死往前　殺的他難犬不

留片甲不婦那時心才甘　説到此慮佑一伯　我

正要起到戦場邊　等我得勝回來哨椚再細談

爆皇帝夢
人生世上砥砥忙忙　使壼機謀用断了心腸　好

勇逞強無非是箏名奪利　那管那甚腰天理昭彰

　依侯覇術貧心妄想自持武力専制爲王不

看那萬里長城今猫在可笑當年秦始皇　他不久

師滅亡如同是大夢一揚　（腔）有那唐尭治世四

海碩揚　舜輝夏禺無道君王　錐然他治水有功

絶不該家傳天下　焉想到湯桀代夏他的國扉不

長　由商紺至元明更換了多少朝代　興敗的原

因不過是強存弱亡　帝制淫威人民不甘忍受

到前清才有革命鼻祀大義提侶　打倒了專制帝

國主義　建立中華共和之邦　優待腹君帝號傍

奮存在　保護私産他的性命不傷　既然遜位不

能在皇城久住當然得出宮男覚宅房　這才移在

天津日本租界　不料想那倭人就起了　心腸

看他是奇貨可居假意透着親善　陪件左右時刻

不離身労　有時出門閑遊散sY’：那日兵跨車手

傘盒子槍　明看是躁随暗含却是監覗　要用他

的假仁義掩飾列強　日本他垂誕三省可並非一

日　因此上施鬼計把腹帝來誕　他到読我椚出

兵去攻三省地　在奉天保祢爲新立満洲國王

（腔）那儒皇聞聴此言甚是歓樂不由他手舞足

躇喜氣揚揚　説貴國翼要保我傲了皇上　情願

意給弥椚早晩焼高香　他只顧食心要把皇帝倣

　實在是酔生夢死不加思量　他也不想世界潮

流共和政膿他也不想君主帝制不能久長他

也不想背反民國致成罪首　他也不想倭人陰謀

用意不良　利令智昏受了他的晃得見晃　簡直

的是要俺偲把他就架弄上了揚　（腔）這本是倭

人的好詐牢籠計　所爲師出有名侵f占邊彊　那
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張少帥依頼公理不去抵抗　野蟹的倭人那講大

義綱常　他得寸進尺イ占了我1門遼熱　白白的奉

途没放一槍　思想起來算上了他的當　到如今

追悔無及柾自悲傷　鋳大錯於九鼎英雄千古恨

　我椚努力補牢倫可不能亡羊　（腔上板）迅雷撃

開烏雲散　青天白日放豪光　士氣充満山河牡

　捨死忘生奔前方　長城以下流熱血　炮聲轟

破島國亡　嚇得儒皇心謄裂　口中不佳叫額娘

　只爲貧圖身榮貴　不想今朝受驚慌　罵聲目

本心好瞼　無故保膜坐龍床　難是面南登九五

　不能自主立朝綱　大権都帰日人掌　國事不

與我商量　有時我要問一事　必受日人言論傷

　践魑專権如操葬　待我如同朝鮮王　分明掌

我作｛鬼縄　假仁假義假心腸　他與民國開端戦

　所爲侵佑奉吉江　鑛充他的殖民地　進攻退

守設邊防　他若曉倖打勝侯　定把満洲國滅亡

　我不該聴了他人話　我不該自己無主張　我

不該爲虎來作仮　我不該出關倣儒皇　如今巳

成騎虎勢　生死存亡命該當　正是皇上心暗想

　大炮隆隆振山闘　中華民軍義勇除　與敵決

闘在沙揚　有那民衆團膿慰勢會　贈邊食品與

酒漿　軍人衛國保百姓　百姓禮磨助銭糧　禦

侮必須設軍備　武力充足國勢張　欧美各國是

榜檬　文修武備比我長　大家起來急墓彷　准

執牛耳覇東方　只須衆心齊一致　何用満街膳

壌唆　唾得聲噺嘆子唖　不如前敵放一槍　萬

衆一心惟封外　勿學兄弟閲於培　同舟共濟禦

外侮　戦勝倭人把民氣揚　（蹄板）我惟吟那戦

事告終牧回失地　三省4定打倒儒皇　到那時

鞭敲金鐙口向　凱歌齊唱覗我民國永世綿長

②　義軍女將挑瑞芳

　　鐵馬秋風花木蘭　　抜弧呼殺賊心寒

　　中原多少奇男子　　抵解悲歌不出關

諸位　上面一首詩　乃是近時人爲愛國女英雄

挑瑞芳從軍抗日而作的　原來挑瑞芳女士是遼

寧人氏　今年還不過二十一歳　生得材貌出衆

　志願非凡　從小在學校裏讃書　即深明大義

　封於國家大事　更是非常關懐　不久以前

曾畢業於上海雨江女子中學　家中生活　根是

好過　李日嚴守父母之命　在書房裏看書報

窩爲文章　或是和朋友椚在一塊見聞談聞談

倒還自由自在　可是自從強暴的日本侵伯了我

椚的東三省以來　挑女士的態度忽然改攣了

姫眼看着國勢一天衰弱一天　同胞f門中眞心覧

悟的人根少　心中非常悲痛　因此　毎天話也

不多読　瞼也不多笑　整日聞坐在香閣　悶悶

不樂　當時難冤有人懐疑問道　挑小姐　近幾

月來有什慶事情不快樂　終天裏愁眉不展　却

是爲何　瑞芳見問　頓然燭動了愁懐　止不住

嘆口氣道　唆　我的愁眉不展　祢椚那裏知道

（唱）我天不恨來地不恨　只恨中華難生存　中

華原是好大國　悠久文化無比倫　幾千萬方里

錦繍地　四萬萬同胞共祀人　論物産　糸糸茶大

豆変和米　談出品　姿品刺繍天下聞　論破産

山西煤炭大冶鐵　談木材　東北省森林有名聲

　記得組先在世日　中原威風四海奪　漠服旬

奴和朝鮮　唐撃百濟喪倭魂　元朝武力眞強大

　南洋中亜來構臣　明清初葉威還在　近百年

來太傷神　一傷鴉片事戦孚　二傷英法逞強能

　三傷倭奴割毫灘　四傷八國攻京城　如今倭

奴更兇暴　一夜呑去東三省　呑去三省猫自可

　一心還想滅我椚　可嘆那同胞之中血氣少

睡夢裏何人能把仇冤伸　舞場前朝朝依然明亮

亮　電院中夜夜傍薔闇紛紛　私念我女見亦有

救國職　從今起大厘將傾謀支擦

（白）挑女士的這一番話　眞是有心人也　聴者

假使有志氣的　一定要感塊下涙設法援助他不

暇了　誰知這一班無心肝的亡國垣子　聴見了

挑女士的説話　反而大大冷笑　走開去在労人

面前議調他道　一個女骸子家　在家裏快樂日

子過得不耐煩了　現在也想出風頭　大談起救

國主義來了　救國　許多要人椚都救不了　弥

倒能救得了磨　這種設話當然有時要吹到挑女
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士的耳鼓裏來的　但是挑女士聴了也不生氣

只是愈加堅決　整天簿劃他的事業　他封那一

般人的廟笑　正是

（唱）笑罵由他來笑罵　　鮫龍壼比井中蛙

　利吾兵甲強吾馬　　好赴彊場衛國家

伯）果然這種話論了不到一月　一個清息傳來

　挑瑞芳女子失踪了　挑瑞芳的失踪　左隣右

舎自然都表示十二分的驚疑　但最最難堪的

要算是瑞芳的老母了

（唱）挑母聴得女見失　果城妓見在北堂　妓見

今年廿一蔵　從未背母離家郷　今乃不告他方

去　是兇是吉費猜詳　莫不是強被倭奴櫨了去

　莫不是一時失足在河塘　莫不是朋友留了住

　莫不是受騙走他方　千猜萬算疑莫決　還是

挑翁出主張　銭大銭二來　請弥二人大連去

臭三臭四i來　請祢二人奔藩陽　李伯伯　侮到

西街問卦去　張婿婿　祢到東廟去焼香　合家

忙了三日整　三日不見女鮫娘　氣壊参　1壊

娘　外邊走進李優郎

（白）李優郎是隔壁王家的小彩計　爲人有貼呆

頭呆磯　此刻去到挑家　看見老夫婦十分傷心

　他不慌不忙的論道　二位老人家慢些着急

後面龍眼池裏祢椚去看過没有　前天大清早我

到那見去挑水　看見池裏水浪根大　聲音撲通

撲通的ロ向得根利害　我以爲是鬼　連忙逃到岸

上　現在想起來　莫非是小姐失落在池裏流死

了　李優郎的這一番鬼話　在李日挑母是根本

不相信的　但而今情急神昏　一聴見優子的説

話倒也有幾分像眞途蓮忙打獲李伯伯用一

個網到龍眼池裏打携　李伯伯見E｝enft正要出

門　誰知恰巧從郵局邊進一封信來　挑母不識

字　蓮忙逓給銚翁　銚翁接着一看　認識是女

見的筆跡　只見上面篤着

（唱）大不孝　瑞芳女　千萬拝上　拝上父　＃

上母　年老高堂　小女見　此番走　情非得巳

　望双親　念當初　養育心腸　雨月來　見心

碑　萬難家居　再留下　説不定　病倒在床

並不是　嫌家寒　不甘寂箕　也不是　嫌親老

　語短話長　更不是　嫌妹幼　出言無知　尤
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不是　嫌弟野　行爲不良　爲只爲　我祀國

大難逼至　東三省　失去了　令人心傷　國有

難　坐不救　何以生爲　外敵來　唯一法　死

力抵抗　婁國聯　各利己　誰有好意　鋸政府

　力量軍　難云救亡　在而今　只有那　同胞

一致　在而今　只有那　共赴彊場　退倭奴

復失地　死中求活　充實力　樹國防　最好主

張　小女見　也是一　國民イ分子　雪國恥　爲

天職　何可坐亡　此番走　志在那　集合同志

　上前線　與倭奴　打一死侯　老爺娘　如愛

女請勿悲戚早祀薦前線兇得勝還郷
（白）銚翁夫婦看完了這封信　方才胱然大悟

心中非常悲傷　但是事巳至此　也是無可奈何

　好在女見此走　爲的是救國　乃是根光榮的

事　総比情奔好逃和嘔氣尋死等要好得多了

一番打算　老夫婦心中自然寛慰得多　自後早

晩探聴清息　預祀女見殺敵勝利　那是當然的

事　暫且按下不表　現在再談銚女士逃出家門

後　究寛如何抗日　如何殺敵　請諸位不要性

急　譲我慢慢道來

（唱）瑞芳逃出家門後　途中猫行猫商量

　還是輩身殺敵好　還是投奔義軍行

　輩身殺敵力量小　投奔義軍欠便當

　不如聯絡各同志　男樹一幟攻敵方

　主意打定中心喜　前途頓放萬道光

　黒山去読同窩友　北鎭去見表姉匡

　興城錦西都走遍　遜入女友共十双

　十双女友爲基本　再招男友把威張

　共同激人只一個　男友女友量雨檬

　積極簿備二月整　實力雄厚號稻王

　初次殺敵石山靖　奪獲三架機關槍

　再次殺敵溝藩子　死傷倭奴満山闇

　一月殺敵七次整　從未入夢寛衣裳

　時値新教六七月　作職最好青紗帳

　青紗帳中英雄聚　開會運械目夜忙

　初歩計劃商量定　先復錦州後藩陽

　瑞芳措率攻錦除　七十士卒勇莫當

　深夜達到西門外　馬不噺來鼓不響

（白）兵馬走到錦州城下　敵方一鮎動静没有
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　瑞芳惰惰離開陣地　走到城門ロー看　只見

有三五個守門兵士　正在僑着槍桿大打其睡睡

見　原來錦州自被敵人奪去之後　我國這邊

從來没有人進攻過　敵人就把大部扮的軍除調

到北面去攻蘇晒文去了　僅留少数人馬在此駐

守日子長了故有如此的懸解瑞芳一見

連忙奔回陣地　牽領七十健見　齊向前衝　地

的殺敵氣概眞好利害　只見飽城道

（唱）前衝冴　同志椚　倭奴是我椚久仇人　前

衝冴　同志椚　今不努力待急生　前衝啄　同

志椚　快爲民族孚生存　前衝冴　同志1門　槍

口膳準敵人身

（白）這一侯　虞是出乎敵人的意外　措手不及

　所有守門的兵士　差不多都在睡夢之中作爲

槍下之鬼了　還戯敵人號畳得快　連忙把四城

門緊閉　未遭瑞芳的兵除衝進來　不然倭奴個

恐伯要　縦然不在刀下死　也要槍下去亡身

不過這次的大畢襲城錐然使敵人寒謄但

終因人少揮蓋　不能和敵人作持久職　園城寛

日不下　恐伯敵人的救兵來到　只得暫緩進攻

　退守紅螺山再作良圖　諸位同胞　談到這裏

　異要使我個傷心

（唱）東三省　義勇軍　誰非好漢　只因那　子

弾少　糧草不完　天氣冷　衣服軍　膚寒肌頭

　爲國家　挨死命　須向前衝　敵軍多　兵器

狼　念能抵抗　前無援　後無救　違了初衷

（白）銚女士退守紅螺山　整頓軍隊　錐然死傷

根多　但精鋭還未大失　當下和同志椚商議

決定増械添糧　以圖再畢　有一天　他帯了女

同志三人　喬装了乞再　到錦州去偵察轍情

不料在交通大學附近　忽然遇到日本兵捜査

銚女士不等敵人防備　頓然連開了几槍　打死

敵兵爾個而退　及到敵入率領大除人馬來迫

早巳看不見他椚的踪跡了

諸位　這段事實是去年畿生的　現在熱河又被

倭奴奪去了　灘東正在危急萬分　銚女士如還

在世　一定更加打起精神殺敵　但是　我椚在

這裏聴聞話的人　也是國民一扮子　國家興亡

　誰都有責　軍是鋸入家去抗敵　那是不成功

的　我椚也慮當及早武装起來　和倭奴挨一挨

才是　況且銚女士是女子　女子都能上陣殺敵

　難道我イ門男子漢倒反貧生畏死不成　我這段

書今天只読到此庭爲止　息幾天　再來聴聴諸

位的好清息咀　再會

③説古今（鼓詞）

　　説古今來道古今，説個古今大家聴，這古

今不読別的事，輩表眼前的大事情。

　　甲午年中目雨國開了職，日本獲動了全國

的兵；軍事公債人人都要認，誰勝誰敗老少倶

關心。要説起我國來令人眞可恨！　借大的一

件事却看得根輕。西太后坐深宮慣把福來享，

文武百官只把自己利害認得清。北洋水師在黄

海裡打了敗侯，李鴻章的老潅軍也敗回了藩陽

城。只赫得文武百官忙把家春途了走，王公大

臣都想去了北京搬邊朝廷。在上的人見都只爲

着自己來打算，有誰能念到家破，身亡，妻離，

子散的衆黎民。嘆黎民，有多少死在目軍炮火

下，有多少逃在中途喪了生，有多少人的家産

倶被槍浮，有多少的墳墓也被踏李；受蓋了這

些棲涼味見且不算，成年裡還得控肉刮骨交納

賠償金。李鴻章去求和把『墨嗣條i約』來訂下，

割地賠欺，開埠置官，冤税通商，設廠製貨與

慢撤兵；奪去了朝鮮還不算，再割膨湖，毫濁

和關東廉，賠償軍費二萬萬爾，只摺得我國庫

室虚萬民貧。這一張費身契把中國來断邊，從

此後，日本如虎添翼想把我濁呑。内閣裡定下

了r大陸政策』，海陸軍大臣忙着増兵，軍等時

機再來到，征服中國猫覇亜東方稻心。偏偏他

的時蓮好，欧洲列強動了刀兵；英徳成仇在西

欧大職，更把戦渦往東引。英人想把徳國在東

方的勢力掃，便和日本把密約訂，只樂得目人

恰恰大笑，言道r進攻中國我久有此心，乗機

先奪山東地，再來併呑北幾省。』急忙獲動了人
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和馬，瓢洋過海侵入我國境，先從龍口上了岸，

轄眼又イ占莱州城。横穿牛島往膠州去，幾萬大

軍向南行；沼路的城鎭都被伯，只嚇得衆黎民

謄頭心驚，糧食草料捜刮盤，鞭打縄挫苦役萬

民。f占了膠東還不算，沿着鐵路又往西行，灘

縣濟南都被佑，鐡路破山盤換成日本人。這些

痛苦且慢表，露塵一聲天下驚，『二十一條』逼

我來承認，這一個毒辣條件暴世聞名。要山東

與南満和凶塞地面，沿海的島喚都要併呑。要

了北方還不算，更要南方這幾省：湖北，湖南，

江酉和彊建i，修路開破都要譲旦杢。虫國的財

政由日本顧問管，訓練軍除也得聰請日本人。

更有一件希奇事，要請日官替我椚辮巡警。這

些條件要是都辮到，中國便是實亡而名存。這

時候我國的総統是哀世凱，一心想坐九龍庭，

暗地裏承認了日本的條件，要婁目本的保護立

朝廷。自古來在上的人見都只重私利，誰能把

國家人民的利害記在心。哀世凱勾結日本把権

利輕輕來断迭，給中國留下了無窮的渦根。這

些個傷心事暫且慢表，再説読近幾年來的大事

情。

　　民國十四年我國起了大革命，各界人民齊

了心，罷工罷課並罷市，出糧出夫又出兵；要

把列強的勢力赴出中華地，並把那北洋政府一

掃4。廣東成了革命根擦地，在這裡練成了北

伐軍，十萬雄兵分道北上，無数民夫奔前程，

在東南五省赴走了孫傳芳，兵進湖北伯了長江

的中心。砺頭夫懸積子牧回了英租界，農民都

起來打那土豪劣紳：陳甘爾省也都閾革命，河

南的r紅槍會』赴走了奉軍。只嚇得那洋大人

倉皇失措，只嚇得那達官貴人謄額心驚。這個

読『老百姓造了反』，那個説『奴隷椚攣了心』；

『照這榛下去那還了得，堂不是人民翻身中國

復興，到不如及時早下手，撲滅革命莫留停。』

列彊的主意倶已商定，威脅利誘分頭進行；拉

上打下手段高妙，厘i倒人民不容情。自古常言

道得好，r物必先腐然後轟生』；這個説r弥的

要求太過火』，那個説r爲什歴室読不實行；』

這群人不満那群人的意，越閑越兇自起紛箏。
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黄浦江上風雲攣，洞庭湖中波浪興：功敗垂成

眞可嘆，只樂得洋大人敷笑蓮聲：『這會見我可

就不泊了！　算一算誰得誰失誰最稻心？』各

國的利盆全都保住，日本還要軍濁進行：　機

號兵到山東地，阻蟷南軍往北行。民國十七年

五月三目，濟南城頭動了刀兵，多少人民被屠

殺，外交官既割鼻又被控心。這一段傷心事誰

不知曉，再読到往後的事令入更心驚！

　　日人自從佑了朝鮮後，経螢南満不留停：

關東軍，關東廉，満鐵會肚，從軍事與政治和

経濟分頭進行；專等時機再來到，猫呑満蒙方

稻心。民國二十年九月十八夜，藩陽城邊大禍

生：轟隆隆大疎連聲饗，嘩劇劇鐵騎如飛行，

呼噌噌飛機慧室降，勃縢縢戦車満地涼；炸死

了我椚的多少老和幼，轟場了我偲的多少屋和

城，折散了我椚的多少母和子，焼綴了我個的

多少戸和門。佑了這裡再奪那裡，我椚那守土

的軍除却只會撤退不留停。都只爲r不抵抗主

義』上行下敷，因此上才愚室去了東三省！

將軍逃了還有官在，只苦了成千百萬的衆黎民，

人人有家蹄不得，冒瞼蹄去有死無生！

　　自古道『得寸進尺』人心同此理，因此上

他又催動人馬往西行。先奪熱河更取察恰爾，

傘到璽再攻笙墓城。這一種併呑壷蒙的計策

眞高妙，華北各省盤在掌心；若還得了中國的

大孚個天下，再南取三江爾湖與嬉閾。莫道敵

兵還離我遠，轄眼大祠便來臨。前三年長城各

ロー場血職後，眼下緩遠又動刀兵。長城戦箏

多英勇，弟兄椚殺敵不留情；只殺的鬼子屍横

遍野，只殺的鬼子哀號蓮聲。都指望一鼓作氣

打回東北去，誰料想政府的外交又辮成！　外

交官在塘沽塁杯相慶，弟兄個從前綾揮涙撤兵。

這一段傷心事誰不知曉，再表一表『4津演習』

的大事情。

　　自從長城撤兵後，r翼東又把政府成』；二

十二縣非我所有，日軍又大批的開到ZFva。先

在豊台赴走了我國的軍除，覇佑佳鐵路不譲通

行。在天津修螢房廣招工匠，工程一完將工人

都芸在大河心，這些人都是我國的男見漢，誰
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無参娘與妻身；從此後身茎魚腹冤沈海底，拗

下了参娘妻見依鼻何人！　上千家的苦主號実

書夜，眼看着鬼子的勢大『何庭把冤申』！　眞

個是r祠不軍行幅無隻至』，鬼子又在4津大興

兵。沿途採夫並索糧草，不分老幼與弱貧，拉

去民夫蓮軍火，住佑民房作兵螢；佑櫨房屋還

罷了，更將多少房屋盤創4P；創李房屋遽不算，

又把那地裡的荘稼都掃清；馬蹄歩歩踏的都是

心頭肉，職車漆濃磯場了多少薔墳笙。弾弾穿

的是祀産父業，磁磁震得人謄戦心驚。眼見得

鬼子兵遍地都是，老弱的黎民向r何慮逃生』！

人言道『這次還只是假進攻』，又誰知『什歴時

候要弄假成眞』！　就這次r假打』人民巳経受

鉤了苦，到那『眞幹』時更將如何的傷心！

　　這裏的磁聲纏息了，緩東又報峰火驚。李

守信王英作前哨張海鵬的大除後面緊銀，還有

徳王卓什海，率兵更從繧北行，東北四路齊進

攻，一心要奪繧遠城。這些個禍國狭民的漢妊

把先鋒來當，鬼子兵却在後面指揮督職不留停。

更有那太陽飛機在室中來轟炸，那管祢是官兵

或孕民。飛機上抱下了燃焼弓軍，只焼得遍山遍

野火熊熊。前線上弟兄椚決死戦，黎民百姓也

横了心。齊心努力往前攻，奮勇殺敵不留情。

前幾侯將敵人殺敗回去，大戦眼看就來臨。

　　常言道r兎見急了也會咬手』，難道設r萬

民百姓就不能齊心』！　眼看着國亡家破種且

滅，到那時再想翻身却不能。起來ロ巴啄起來

ロ巴！　快快奮起莫留停！　傘出自己的力量來

幹，傘出自己的刀槍和敵人餅。莫望政府把交

渉辮，莫望那國能打r抱不李』：更莫再把天命

信，也莫直會忍受不作聲！　那一次的交渉我

1門曾把便宜佑，那一次的條約不令人傷心！

從來救自己都全葬自己，解放的重措子還集自

櫓承。後援會，義勇軍，加入前線和敵人耕，

不只要守住繧遠地，遽更要攻進長春城，把倭

奴打回東海去，把洋大入都赴出中華境。到那

時節有幅才能自各見享，妻見老小才能敷聚在

一門庭。

　　這一回我把古今來読，願衆位　早起來努

力奔前程。

④　雫　倭　記

　　　話読明朝嘉靖年間，東洋倭逡，來中國

　作齪，害得我沿海七省，人民塗炭，鶏犬不

　存。那時節多囑當兵的愛國，老百姓齊心，

　費了十幾年的工夫，才剃滅了海鬼，殺清了

　倭奴，大家重又過着太李日月，諸位要知詳

　細，就請穏坐雨勇，聴在下慢慢説來：

　　大明朝嘉靖年漸江地方，，有一家財圭名叫

劉芳，家佳在杭州府銭塘縣，銭塘縣東門外的

劉家荘。他年紀不過三十以上，嬰了個妻子叫

張四娘。張四娘生的好模檬，知書識字品行也

端荘。他夫妻居家過日子多和美，生了個小男

弦見叫阿強，這一天來了個朋友名叫李旺，他

特意前來看望劉芳，劉芳一見起緊往屋裏譲，

他端茶敬客談起了家常。劉芳読：弥不在定海

徹買寅，有什歴事見回轄家郷？　李旺読倣買

費我伯海賊捻，這些時倭窟闊的太猫狂！　大

船小船全不敢走，定海縣的人心更着慌。那地

方離海太近風聲又不好，因此上急急忙忙我回

轄銭塘。劉芳読：到底這倭冠念磨檬P　請祢

封我読其詳！　李旺読：倭底就是東洋小鬼，

九州三島是他偶的家郷。聴設是長得檬子同我

椚相彷，本來是中國人的後代胞到了東洋。就

只是野蟹東西不説理，意毒心狼饗虎狼，一把

短刀随身帯，殺人放火海外稔王。常言設：没

有家賊也勾不進野鬼，這家賊的頭目本姓注。

他本是安徽省徽州人氏，姓注名直一個大流恨。

他手下帯了一批地病無頼，駕船過海到過東洋，

先不過勾通外國倣買責，到後來公然成了海上

王，招一些亡命之徒塗海腿倣大將，勾結着

倭奴頭目多田大島戻売郎。佑櫨着豊前豊後通

明亘甲三十六島，造了些兵船職艦名叫大聯航。

定海關要是不能把他撹，哨這裏十萬黎民要遭
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狭。劉芳読：遡朝有的是兵和將，那伯他小

醜來跳梁？　他要來掲爾L哨就抵抗，管教他牟

隻賊船也進不了銭壁。i鐘匡読：李日裏既不

下操又拍軍餉，老弱残兵掌不動刀和槍，婁他

個有黒占見婁不住，噌弟兄還是慮當早提防。他

二人弥言我語把話講，那一労急壌了張四娘，

四墓読：事到如今念歴辮，我嘆略嘆略心跳的

慌。劉董読：婦道人家没謄量，事情還没來弥

就着慌。読話間杢壁告僻他椚迭走李旺，夫妻

二人接着商量。一宿読話直読到大天亮，還是

想不出好主張。過幾天聴読倭逡的賊船到了烈

造，又聴読游仙塞的百戸已経陣亡，又聴読：

倭選1占了劃直坦黄巖懸，又聴読：倭窟已経

到了鍵唐，又聴説：銭麺的指揮打了敗侯，旛

些以上一命亡。劉家荘的入要胞也没慮胞，猛

然間來了倭憲一大薄。張旦墾殊在床下不敢出

氣，懐裏抱着小腿。劉菱急忙把培上，上了

塙後又上房。只聴的人城狗叫關一片，満街上

刀槍的聲音劉町噛。只聴得倭逡進了自己的院。

只聴得床底下捜出了張四娘。只聰得張四娘口

口聲聲叫饒命，只聴得畦啄畦班芙壌了小阿強。

只聴得箱籠櫃子蓮聲饗，那倭逡要了銀子要衣

裳。他這里又是急又是恨，只聴得一翠倭奴槍

走了張四娘。

　　　那劉菱藏在房上，一則躾邊危瞼，二則

　放心不下妻子，在那裏聴着動静。起先聴見

　倭窟個進得院來，各屋裏捜人，果然把張四

　塞捜了出來。聴他個要金銀財寳，要衣服首

　飾，四墾不読，他偶就石匝殿了鎖子，翻箱倒

　櫃的開起來。飢了一陣之後，想來是東西到

　手了。就又逼着四墓同他椚一塊見走。四娘

　那裏肯依。無奈一個婦道人家，那裏敵得過

　一畢強暴的賊冠，擁的擁，拉的拉，早把地

　擁着走了。

　　倭逡槍走了亟四墾，急壌了劉董氣炸胸瞠。

他這裏正要適歩把房下，要進屋裏看端詳。忽

聴得門外人聲一片曝，程緊又爬倒把身藏。左

一思來右一想，思想愛妻張四娘。此一去不受

汚辱難冤把命喪，無情棒打散了好鴛喬。眼看
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着恩愛夫妻不能保護，涙珠見猿漆洒下胸瞠。

這劉菱想了好一・會，傘定主意要我張四娘，連

爬帯走前適歩，走過幾家宅院爬過了幾道培。

有幾家壕陶大実和死了入一檬，有幾家室室洞

洞像個祠堂，有幾家血淋淋的屍首院裏胴，有

幾家小ヨ亥子城参又笑娘，有一個十七八的姑娘

上了吊，没穿着樋子斯破了衣裳，到一家花園

外邊他停佳脚歩，面前撹佳一道培，手杁在培

縫上佳裏望，齪暎喚一院子年青婦女好像一華

羊。一個個披頭散髪不像人檬，一個個実実哺

帰涙爾行，有一畢倭冠嬉皮笑瞼把人捜，按倒

在地剥衣裳，這一労按倒了七入個，那一労按

倒了三五隻。差一鮎没把劉菱氣炸了肺，鐙着

眼直技張四娘。看了多時一個也不像，也没一

個抱的小骸像塑。眼看着天氣巳晩黒夜來到，

技不見四墾母子在那方，他重又上房四面望，

劉塞i蓬上起了火光，着火的倒有十幾庭，剛才

那一座花園也冒起了紅光。

　　那位読：不是有一璽倭憲在那裡強姦婦女

　歴？　爲什麿又放了火児？　是冴，他椚躇

　踏了婦女，也並不帯走，傍蕾放一把火，統

　同焼死。祢論這班倭窟多歴残忽冴！

　　那劉董左面望來右面望，低頭自己定主張，

有心回家又伯投入了羅網，要逃命還是投奔他

郷，眼看着此地成了戦揚，顧不得妻子同阿強。

　此天黒好逃命，他三歩爾歩下了房，轄轡摸

角往前胞，一口氣胞出了劉家荘，走了一庭又

一庭，到慮是倭選佑着村荘，殺人放火眼劉家

垂一様，撲不到親戚朋友在那痛。倒叫劉芳没

主意，思來想去不如把兵當。正遇着一家官軍

招牧義勇隊，那劉董從此換了戎装。他決心要

替四墓璽把仇報，更要替受害的同胞除虎狼。

他椚的上級官長是一位参將，愛國男児蓋世無

隻。衆朋公若問他的名和姓，那就是鼎鼎大名

的戚墨光，善曉兵書會打杖，四週定遠有家郷。

世襲的武官登州衛，這一次爲卒倭憲來到漸江。

頭一侯大敗倭奴在継，只殺得倭冠奈介没縢

藏，只殺得漢好塗直抱頭鼠窟，離開了漸江胞

到甦。他眼着総兵愈大猷，在漸江金台三郡
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常駐防。他看見錘i麹民性張惇，組織起義

勇軍保衛家邦。数他椚種種戦術勤操練，毎人

一本4倭小珊帯身傍，萬悪的倭奴念塵檬作露L，

都在那李倭小珊上読的詳。設的是倭冠作齪太

狽狂，沿海七省遭了映，來了就把東西捻，強

好婦女焼民房。殺人如麻百姓苦，イ占了許多好

地方。從打迦到選，回頭又過蔵蛾江，焼

了嘉興和墓養，又焼灘龍里塘，劃1亘州塗

門港，到庭倭冠似虎狼。許多地方読不蓋，再

把官兵論一場，塞壬丘戦死在孟家亟，趙亘巨

百家山前一命亡，周都司塗家河上把命喪，任

愈事自刎在墓瀬江：這都是民族英雄好榜様，

保國衛民姓名香。兵士椚受了訓練人人獲憤，

一一．－AI　Aj　eg氣百倍要孚強，上陣殺賊精rT申肚，不

伯死也不伯傷，接二連三打勝侯，越家里的威

名天下揚，只殺得倭窟心謄喪，望影而逃不敢

抵撹。那時節七省総制塑鑓，蓮簿帷握麩

長。還有那率領義勇軍的一員將，那就是妻喪

子亡的銭塘劉芳。他因爲招集民軍功螢大，人

人稻賀姓名揚！　決勝彊揚的是那一個？　就

是那身先士卒的雌光。反問計檎了堕衷和塵

葉，穏君計殺死了魑在魍，又誘那注直

投降上了榔，法揚上斬了徽州王。常言道：蛇

要無頭就不能走，這一回倭逡着了忙。好一個

愛國男見戚縫光，殺倭冠好比猛虎趨撃羊，大

戦揚小職揚，百職百勝勇不可當。歴凹嶺巫墜

江，有一回大戦在龍山労。腿家軍手使竹竿長

有雨丈，竹竿頭尖稜稜的勝過刀槍，還有噴筒

能噴石灰粉，噴出來一片白色姻霧荘荘，只噴

得倭奴雨眼難睡看不見，竹竿一到把命亡。越

將軍手斬倭奴十員將，那倭逡死亡殆盤活的也

帯傷。戚家軍齊把得勝歌見唱，壷江省的倭冠

一掃光。

　　戚將軍人不離鞍，馬不停蹄，帯領着一萬

　人馬，全都是愛國健見，南征北戦，東蟷西

　殺，把七八萬倭窟，起蓋殺絶。漸江一省，

　從此太李無事。想不那不要命的倭選，又從

　海外擾害幅建去了。

　　漸江有了戚繊光，倭冠不敢來逞強，賊心

不死又往幅建關，イ占了璽逃動刀捻。告急文書

直往朝廷裏上，嘉董皇帝趨緊又調戚繊光。那

倭窟在腿札的螢塞，威家軍一來給他介冷不

防。離着賊螢不到五里路，安鍋造飯吃乾糧，

不多時傳下將軍令，殺賊就在今見個晩上。五

千入前去楡螢塞，五千人埋伏在雁翅漿，楡螢

的手裏傘着雨把草，随身帯着引火的硫噴，埋

伏的都帯上弓和箭，十全官長帯上十介榔。三

更一過没月亮，分頭起身急又忙，楡螢的走到

壕溝先放一把草，不聲不響賊不防，走到了賊

螢1眼前把火放，城聲大振倭冠着了慌，直以爲

天兵天將從天降，爬起來就胞技不見刀和槍

戚家軍殺賊好比歓瓜切楽，一介介好似猛虎下

山岡。那倭冠死了一牟胞了一牛，這一牛胞在

雁翅塘。雁翅塑榔子響，燈籠火把似飛蜆，算

起來倭逡没有走脱一個，大破賊巣斬了首級二

千讐。戚家里乗勝往前闇，六十座賊螢一掃光。

牧復了甦生坦興化府，又在那仙遊聾排戦

場。斬草除根把倭冠殺了個盤，雨三萬倭窟全

死光。東南七省永不閾倭冠。麟光萬古留名

姓字香。請同胞思一思來想一想，我虫華如今

誰是戚鐡P

⑤　文天群（輩弦牌子曲）

　〔引子〕爾國交鋒，最可惨是城下結盟；漢好

食利，費國求榮；試看那南宋亡國棲惨的情形。

　〔敷唱〕塞麺徳祐二年，重朝兵攻打墨山，

帯兵的伯顔元帥，把虫國人來擢残。塁止在抗

州的東北，離抗州路程不遠；杭州是塞朝的國

都，那時節名叫臨宏。巳菟是兵臨城下，眞可

算將至河邊。既没有強兵磨戦，更没人把守城

垣，要想那遷都避齪，已寛是無法再搬。這時

候只有講和，読什磨割地賠欺！　第一次講和

的使臣，呂師孟和他叔父雄。這使臣只知媚
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敵，全不以租國爲念。第二次買鯨慶作所請使，

三個人狼狽爲好。

　　呂文換是秦檜的後代，過縫到呂氏膝前。

前幾年作過使臣，邊金珠到過北番，鑛門子認

識了伯顔元帥，因此和元朝有些關連。這一次

又作使臣，借機會正好鍍銭。他読宋朝快亡國，

蓮動伯顔也好在元朝作官。呂師孟是又文換的

姪見，璽鯨慶是呂師孟的親春，他二人本是郎

舅；質鯨慶能随機鷹攣，他三人到番螢來講和，

其實是來蓮動伯顔。那伯顔也利用他三人，當

作了滅宋的引綾。他三人不管労人笑罵，一心

心只想作官；替伯顔謀劃主意，読有個人必須

妨範。此人姓文叫天群，在江西掌握兵槽，新

近帯兵來勤王，封爲信國公右丞相猫掌朝班，

若不將此人除去，想滅宋是難上加難。那伯顔

聞聴此話，不由得心中展轄，念様才能除去此

人？　也好得宋室江山，呂文換読元帥放心，

小子我有個意見，何不叫我椚丞相親自出馬，

要講和須到軍前，若不來便不能講和，立刻就

攻打臨安。

　　使臣來往把條件椌商，緒紳大夫着了慌忙，

元兵要我椚當國丞相拗（太4年），誰能不伯死，

虎穴走一場咽！（太李年）左思右想無計主張，

還是告奮勇的文天群，他本是新封信國公的

右丞相吻（太4年），先是江西安撫帯兵來勤王

（年太卒）。自己爲救國，暫僻右丞相，以資政

殿的學士出使番邦，來到了番螢全無儂色吻

（太4年），當面責伯顔失信，罵呂文換賢鯨慶

等費國僻義慨慷（年太4）。

　　文丞相到了番螢，見了伯顔問分明，爾國

講和有使臣來往，祢叫我前來爲何情？　伯顔

開言説祢是聴，如要講和不難成，自要祢皇帝

肯稻臣下，吻（太卒年），可汗封他一位國公咽

（年太雫）。文天祥把話聴清，叫聲伯顔祢是聴，

講和本是爾國的事，叫我椚稻臣萬不能！　有

言在先読得清，我來講和是爾國不想箏，祢今

爲什歴攣了卦吻（太4年），入而無信是念能

成？（年太4）但顔聞言冷笑連聲，弥信釜中

之魚還逞雄，殺祢不過是一句話，也就像是帳

個臭轟。只問祢稻臣不稔，少一邊延把命傾。

丞一看情形不封，不由心内吃一驚，暗想要

是答慮了，堂不是國家亡在我手中，此時要是

不答慮，立時喪命在番螢，我若一死不要緊，

於國無盆又無功；忙読我國使臣今何在？　何

不請來一同論此情？　伯顔鮎頭読也好，紐項

回頭叫小兵，快請呂氏叔僅和質鯨慶，中軍帳

來論軍情。少時稟報説請到，天群一看心大驚。

三人爲何都換了打扮，元朝服装一身青。三人

走進中軍帳，封着伯顔把禮行，回頭看見文丞

相，只一暴手打一挨，伯顔上坐読罷了，一労

坐下議論軍情。降不降聴他一句話吻（太4年），

他要不降我立時就攻城（年太卒）。質餓慶開言

読不可，等我問問丞相急檬行1　轄瞼開言叫

丞相，小弟言來聴分明，我國巳是没辮法，何

不投降太垂男立功？　回去先捉皇帝献給元帥，

可汗必定封祢一個國公。祢看我椚三人多榮耀，

都是元帥的好恩情。雄一聴質鯨慶的話，氣

得頭昏眼花五内皆崩。論天地間生祢個無恥之

輩，量不知一時榮耀千古罵名？　弥個是中華

聴遺留的種，念歴甘心降賊忘了租宗？　似

祢這般活着有什歴勤P　不如死了到乾浮。罵

得萱鯨慶無言可封，呂文燥一労出了聲，読識

時務者爲俊傑，祢憧什歴叫英雄？　死在眼前

祢還不知道，國破家亡活不成。天祥聞言恰恰

笑，俺要伯死不來番螢。誰似弥等無恥之輩，

只知費國來求榮。呂師孟年輕性情暴，奪聲元

帥聴分明，何不傳令將他斬？　急速進兵去攻

城。伯顔元帥微微笑，読像他才配稻英雄，

祢椚塞朝人入要都是這榛，本帥也來不到臨宏

塾！　一句話論得三人垂頭喪氣，倒把丞相顯

得英雄。文天詳怒目横眉接着寳剣，坐在一労

氣呼醇，忙封伯顔読元帥，宋元雨國本是弟兄，

這様好臣人入殺得，祢要殺了他椚我感盛情。

但顔只是笑不語，呂師孟帖起氣勢凶滴。傘刀

要把天群斬，天祥大罵不絶聲，読漢好勾引番

奴眞可恨吻（太4年），千年萬古留罵名（年太

李）。

　　但顔大怒就要上郷，文天祥一労笑洋洋，
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設爾國相孚不斬來使（啄［幼攻嘆拗），弥就是殺

了我也不能算強。中國像我這檬的有好幾萬萬

拗，一個個磨拳擦掌是密死不蹄降。魑無奈，

帯怒坐一労，那邊閃出唆都和信世昌，論元帥

息怒聴我講，千萬不可殺這文天鮮。既是聾

慶去朝見可汗，何不拘他回北方？　掠到北方

傘他作押賑（杯拗吸吸［幼），有我二人監硯他料

也無妨。

　　那文丞相，暗自傷惨，想要回去是難上難，

本想一死赴國難杯吻，又一想何不學i鑓李陵

的暫時屈辱且楡安。再読我探聴了敵人的虚實

得室我還能胞，有了機會再恢復中原。這天走

到鎭江唆都他椚喝酔了酒，那文丞相乗機逃走

是連跳帯顛。一口氣胞了一整夜，一路之上苦

不堪言，深一脚來淺一脚，混身泥水鬼一般；

一路都是瓦礫場，走了幾十里才有人姻。到璽

州去見苗守備，苗再成一見喜笑開言，設爾潅

的人馬足以打杖；只有個問題在裏邊。爾潅的

総兵不能合作，漸東総兵…i墾重芝和漸西総兵夏

貴素有挾嫌。錐然祢老先生知道北兵的虚實是

個機會，他個不能合作也柾然。爾人都有兵灌

勢力大，要想呑併濁自掌権，忘了國仇全不管，

一心只想報私冤。雄聞聴這件事，読我何不

給他椚解解冤？　文天祥正要去技夏貴，不想

傳來許多謡言；読天聾已降遡了，回到江南

來倣漢好，因此雨潅総兵都閉門不理，任祢読

破騰唇也柾然。

　　逝酉総兵只是不理，題要掌璽殺漢好。

圷得天鮮赴緊胞，一路上渇無飲來飢無餐，無

奈乞討向前走，誰見過宰相要飯見眞可憐。不

敢説出眞名姓，書伏夜行向前趨。北兵也傘南

兵也捕，荒村野店把身安。一天走到進丞上，

沿江一帯都是民團，丞硅只顧向前走，一個老

頭見來到躁前，i封着避仔細看，読暎冴！

弥老爲何來到江邊？　國軍北軍都傘祢，性命

就在呼吸間。祢老赴快眼我走，暫到我家把身

安；走到村頭見茅舎裏，老頭見行禮便開言：

老丞相爲何來到此me　？　雄陣眼仔細観。原

來是丞相府的中書老官吏，因爲逃難到此間。

文

天群忙叫老同事！　弥可知我流落番・螢這些

天？　從鎭江蓮夜逃到此地，打算約集人馬復

中原。不想爾潅総兵有意見，忘了國仇顧私冤。

又把敵人的謡言信，娚読我來作漢好。奎廷≧芝

帖出告示來傘我，我更名改姓逃到此間。打算

招集民團救國難，各庭人民聯合抗北番。老中

書聰罷一聲長嘆！　叫聲丞相聴我言：蓮逝人

民都是好漢，守望相助有民團。話設的投機書

要簡断，聯合了民團人五千；暫保村荘守望相

助，且等調齊各路恢復中原；賂給盤盤川和

一匹馬，他又往直郵去順説民團。一路渥江、

四明、天台是漸江地，民團編了七萬入千。又

往永轟路上走，封面來了巡遷的船。玉聾一見

没塵見躾，連忙就往竹林裏鐙。竹枝札得渾身

是血；幾乎乳死在河灘。直在泥裏爬了孕夜，

纏土團裡把身安。天還没亮又有土匪過，

一路焼殺四庭冒姻。幾乎死在土匪手，不顧生

死的胞向前。又往海陵高沙把民軍練，又從如

皐到海安；三四百里連夜走。聯合志士和民團，

民軍聯合一共十鯨萬，願随丞相抗北番。抗敵

復興還是民氣大；諮出一死氣浩然。

　〔白〕人要有至大至剛之氣，没有不能成的事。

文丞相一心爲國，受蓋千辛萬苦，終久把十幾

萬民團編成了忠義衛國軍，和塞兵沿江轄戦，

直打了雨年之久。錐然是來丞相精誠團結，其

實也是人民的人心不死。十萬民軍人人都知道

國家興亡匹夫有責，所以丞兵大元帥伯顔錐然

勇猛，元兵錐然凶惇，用盤了全國兵力，爾年

的功夫，都没有打敗民軍，反被民軍蓮次打敗，

不敢向江南進兵。

　　誰知這時朝中又有人主張和議，只得停職。

那呂文換又，教給伯顔要求i魎解散民軍。塞

朝受了漢好的威嚇，不敢不照檬辮理，便下了

命令，叫文天甦解散民團。文盤無奈，只得

照辮。那十幾萬民軍，不能爲國敷力，只得回

到本郷去保守村荘。

　〔唱〕這一天丞相傳齊衆將官，痛果落涙把話

言，読朝中又有講和的事，命令老夫解散民團。

我想各保村荘也是大事，只把國仇放在心裏邊，
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愛國心腸永不攣，那時都能牧復中原。我和諸

君心一檬，這十萬見郎心一般。論的將也突來

兵也泣，一陣実聲震動天。十萬民軍蹄田去，

保守村荘得李安，元兵錐是属害得根，幾十年

也不敢惹民團。這是後話且不表，輩読丞相把

朝還，二十名親随在後，不想中途旅店又遇漢

妊。呂文換的弟弟呂武換，帯着全家去降元，

心想正没有見面禮見，一見天鮮喜心間，把他

傘往去見可汗，一定封我一個大官。假意般勲

來拝望，読丞相今天把朝還，小弟備酒慶賀弥；

ロ分吋立刻擢酒莚，暗令家將人牟百，捉傘親兵

莫放寛。　　　　　　　　　　　　　　　・

　二十名親兵忙敵撹，五十個家將向上湧，備

傘一個見多容易，一齊傘住綱在店中。細着丞

相放在車上，用馬駝着親兵二十名。呂武換耀

武揚威向前走，直奔泉山番邦螢。押着丞相去

見伯顔帥，伯顔還是笑瞼迎，A文老先生弥眞

是好漢，人人都像祢宋國急能傾？　可汗久聞

大名要請弥去，就請立刻便起程，鐵練纏身把

囚車坐，螢前斬了親兵二十名，丞相一路心暗

想，此去刀孜斧朶俄不心驚，但願早早治死我，

成全了我一世英名，一天到了北京地，因在黒

屋子裡並不加刑。可汗派人來勧告，勧他蹄降

他不慮。可汗一怒途到牢獄，終日和囚犯作苦

工；要想死又死不了，要想活又活不成。有時

想起從先的事，不毘雨眼涙縦横。只我一人民

軍十萬，愛國心腸在腹中，要是全國都這檬，

江左偏安事可成。我今失敗不要緊，可惜民軍

未成功，民軍未成有民氣在，固守村荘不投誠，

國破家亡民心不死，漢族終久可復興。轄眼就

是四年整，作篇正氣歌來表心情，歌道古人多

少節烈士，各個萬古留美名：張良報國把始皇

打，後來終是滅了秦蕨。蘇武牧羊是好漢，不

降北番多光明，氷天雪地十九載，終久回到漢

京城。我死屍首郷在陰溝内，鮎骸骨慢糟朽無

踪，死後的事我都不伯，因爲浩氣在胸中。唱

完文天群的一個小段，可知民族正氣永無窮。

諸位若是不肯信，聞來没事遊胴北李，走到東

四牌櫻北，府學胡同看分明，孔廟労邊祠堂好，

文丞相祠爲得清，遡此地名｛9tL，丞相殉節

就在柴市中。

⑥　工　人　苦

　　河南省有個鯖徳府，鯖徳府夏邑縣有個鍾

家荘；鍾家荘上有個種地戸，他的名見叫鍾華

光。華光有老父並老母，婆了個妻室地姓湯；

湯氏女生下了雨男並雨女，這一家八口住了一

所房。北房裡住的是二老，還有小孫女勉姐見

備；西房裡住的是華光夫婦，帯着爾個小子和

老牛在一個屋裡射。白日裡小雨口見去鋤地，

小可見楠也忙着把柴火拉；老夫婦在屋裡捻麻

縄還打草帽纈，小姐見備也忙着煮糊拉湯。到

晩來湯氏還要紡線並縫補，一夜倣到大天光。

像這檬辛苦勤劣該得好過，又誰知忽地裡降了

渦狭。雅河襲了根大的永，人口牲畜一齊澗；

華光夫婦排命救出了二老並雨小，那一見一女

却把命喪。地裡灌満了大水深三尺，再上那見

去技棒子與高梁。逃出了活命算是微倖，肚子

裡餓得確實難當。没奈何在山上撲了些樹皮並

雑草，煮起來大彩見吃，那還問乾浮和航麟i。

眼巴巴地望着大水慢慢退去，實指望種下褒子

好牧個満場。誰料想老父身得重病，既没銭盤

治，那有什歴吃的來調養？　連病帯餓過了十

天不満傘個月，他雨眼一閉命喪亡。眼看着死

喪在地無銭埋葬，他只得苦苦哀求告貸四方。

常言道「雪裡途炭」世間少有，念當得親戚郷

里又都遭了大災荒；求來求去没人過問，他只

得急煎煎的費地又把人告央。有銭的圭見「挑

肥検痩」並把地領來剋拍，托住祢膵子k佳弥

的嘆；出着賎領把那七畝好地蓮青來費，那管

他母子異断了腸？　死的葬了活着的還要養，

剰下的那塊痩地不足二畝廣，眼看着黄葉落蓋

大雪紛紛下，小子城肚餓，女見又把寒來醸，
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老娘没氣力把坑下，妻室也不住地往航裡邊

身爾；華光眼看着這般光景傷心落涙，目丑着那破

屋子費思量，没奈何再把絶來費，換些個米糠

豆麺暫且混時光。眞個是「禍不輩行，禧無隻

至，」官府裡偏偏又來催銭糧，傘票的差人兇

悪饗猛虎，爲派「軍需絹」又來了村長；今日

要來明日逼，鞭打縄栓還要拉了上公堂。萬般

無奈把紐見來寅，費了女見完納官府的摘欺和

銭糧。他本是一家八口父母全在，到如今只剰

下男女老少共爾讐。娘見椚悲悲切切把那九九

寒天來渡過，到春來，耐得了身上的冷，肚裡

却餓得實難當；生方設計把東西都費了個馨蓋，

眼看着還要餓死不能吃新糧。多分是老天爺不

絶人之路，却來了招工的那一鴛；読招工往青

島去，到那裡進工廠把紗線來紡。『左鄭右舎

都把名報了，要到那大地面去走一趙；勝似餓

死在郷村小地面，揮不下銀銭総可以混到棒子

和高梁』。華光封湯氏説了一遍，再和老娘把

這事見來商量；老娘有心不放他前去，『眼陣

陣一家餓死有什下揚？　倒不如放了我前去，

捕回銀銭來也好度時光。』華光道罷老娘慮允；

含涙僻母眼着衆人遠走他方。

　　一路行程來得快，火車載來了他椚這一大

鷲。華光一路把眼四塵張望，只見那街見又寛

又長又放光，満虚立着的是高棲大厘蓋都是堂

堂皇皇。轄轡抹角越走越近，不覧來到東洋紗

廠。太陽旗在高桿迎風瓢蕩，黒物渤的煙歯見

樹在那廟，還有那汽笛鳴鳴怪叫，一聲聲直叫

得人謄頭心慌。那一座鐵門見眞宏敷，好似餓

虎把口張，活生生的把大霧見呑將進去，却又

見監工立在道労；他直管悪狼狼的把人來張望，

不由得華光低下頭來暗自思量：「却念的這般

陰森相，nt－一似入了官衡上了公堂」，越思越想

越害伯，忽聴得一聲怒吼，只嚇得他氣塞胸腱。

猛擁頭大踏歩往前急走，一掌打得他娘娘瞼，

蓮忙把隻足來立定，那工頭却悪言悪語把人傷。

華光低頭那敢出一口大氣，只畳得瞼面獲焼似

火奨。監工ロ分嚇巳罷揮了揮手，華光眼着衆人

上了名子、領了銅牌、進了工房。從此後華光

文

便在東洋紗廠把工倣，毎日裡流着血汗受着棲

懐。

　　第一年在廠裡把粗工倣，第二年要學紡紗

又把學徒當。一年一年徹下去，説起那苦楚來

氣塞胸瞠：天没明在汽笛聲裡把廠進，深更孕

夜才得出廠。毎目裡随着機器轄，只縛得頭贈

眼花神魂瓢蕩。終朝戦職競競把機器來守定，

伯的是一不留心馳把人傷；軋断了賂腫切断了

腿，只算是祢命裡活該自遭狭。傷了身艦誰來

問，成了残腹便赴出工廠；流落在街頭沿門乞

討，餓死在道労誰關痛燈。毎日裡作工都有一

定的数，少了一條線也得賠償；出廠時要在祢

的身上醗過一遍，読是「爲防楡盗捜賊臓」。在

廠裡有工頭、稽査、監工把衆人管，那大肚皮

的廠主也不時地來走一趙；洋大人倶都是喜怒

無常，手裡傘着個「打狗棒」，磁巧了順手抽祢

幾棍，那管祢頭傷或手傷。三伏天在廠裡把人

熱個死，手把着機器勝過火漫。到了那九九寒

天日，直凍得人脚欄和手儘。在廠時雨眼死釘

着那錠子突突的韓，到晩來出廠時爾眼荘荘。

回到工房裡射在地，這一股子疲勢勤児委實難

當：手腿痩疹毫無氣力，膵頸見獲優急敢把頭

仰。凌泳塊似的被子施來蓋在身上，直歴得血

豚不得箭暢。夜裡既然激不膨，來日還得把工

上。吃的是黄窩窩和捧子麺，誰曾見過魚肉和

酒漿。似這般睡不安來吃不飽，塵根児就没穿

過一件好衣裳；錐是終朝毎日紡線並織布，織

布的人見没有布補褥補。條i條線都透着班班血

鮎，疋疋布嗅着都有人肉香；俺個的血和肉倣

成的線和布，給那東洋財圭一帖噌見搬上了市

場。在市場上摺胞了喪土布的郷下老，猿猿的

大洋銭都往東洋財主口袋里澗，填満了鬼子的

銀箱並銀櫃，装在那火輪船上蓮往東洋，在東

洋造成那洋貨洋槍洋磁，再蓮到中國來打俺的

人、イ占俺的城，還要槍走俺的大洋。

　　華光忽受這千般的苦楚，實指望葬着自己

的力氣揮幾塊大洋，梢回家去，換鮎雑糧，奉

養老娘，並把妻見養。没料想鬼子忽的太無

良！　鎭日裡作工不把工銭來機放。眼巴巴的
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指望着開支的日子來到了，罰工、賠償、七折、

八拍任他盤剥、任他賜賞；那管賑的鬼子渾似

活閻王，念容祢分読、容祢自度量。分明倣鰺

了一個月的工，却硬論只有二十五天把入証。

想要和他算一算，却向何慮把理講！　一月揮

了大洋八塊，徹了一整年的牛馬還没有傘到一

百塊大洋。毎月拍去了房銭三塊整，連吃帯喝

花了個瑠腱精光。没料想鬼子越來越兇横，没

來由要把房銭瀕，想要搬去男我地方住，他只

把拶袋來晃一晃，任弥落涙並下脆，也不和弥

通商量。費雄麺的老寄也會湊熱閾，他也把那

吃喝的贋來1張；問他「念的這般不行好也把窮

漢欺負」，他言読「多只爲東洋鬼子牧買糧食百

物飛涯」。似這般辛辛苦苦從朝勢到夜，却還混

不到個自己肚裡飽，那還有銭把家養。華光越

思越想著急，不由得怒火焼胸瞠。工房裡衆霧

件關開唾嚥，都是爲着此事把話來講。這個設

「他妨妨的快要活不了」，那個読「不加工銭我

躁他的娘」！　王大方読：「俺椚得要求廠圭加

工資」，劉黒牛読：「哨椚也得和鬼子把理講」。

祢一言來我一語，大霧見齊心聲勢皇皇；推代

表等天明要把廠主見，先墨出的是李大海和王

太方，再推出了彊並輩與孟金，更學那老鍾也

把代表當。大彩見又把條件來商定，不達目的

誓不把工上：第一條是「要求把工資加」，第二

條是「不許打罵工入慮該把理講」，三四爾條是

「要求減少工作時間」「規定休息日」，第五條

是「不准把房銭濃」。條條件件論得封，不由得

大霧見齊聲敷呼聲震屋櫟。且慢読這裡衆工人

把事來計議，那邊痛早驚動了工頭、監工和稽

査衆妊蕪；他椚聴得工房裡的暗探説了一遍，

又派精細的探子去聴了個的當，連忙向廠圭打

了報告，只慌得一群鬼子践眼瞼瞼：這幾個忙

着去打電報，那些個忙着去關閉工廠，把廠門

只關得嚴嚴緊緊，調來的海軍陸職除守定了團

培。鬼子イ門眞個是眼尖手又快，没等天明早就

安排停當；他這裡安排下了牢籠巧計，輩等那

衆工人來自投羅網。

　　忽聴得遠慮的金難報了曉，衆工人齊齊整i

整出了工房，五位代表在前面走，只見那鬼子

兵排列在爾労；鬼子兵都戴着紅圏見帽、穿着

渾身的黄。衆人一見着了慌，這事見看着有些

不的當。張二蓬説「這是那見走了風」？　李大

海読「没料想他菟設了防」！孟金開言把老鍾

叫：「哨個大彩児往裡闊」！　只聴得鐵門裡面

有人間：「誰是代tc　？　報了姓名往裡放」！

衆代表道罷姓名門開放，進門來只見廠主怒容

満面立在那癩。没等得代表開口把話語，却早

見廠主高聲隈：「弥等鼓動衆人來揚翫，妄想造

反破壌工廠」；粉嚇左右忙動手，爾労邊早走來

了稽査監工衆好黛；爾個人猛上前來檎佳一個

代表，好一似餓虎撲綿羊。不由分読綱了走，

只聴得門外面刀聲鋸鋸、一片実號叫唆。皮鞭

子濃水把代表來排，直打得衆代表渾身是傷。

華光被打得最了過去，猛然間又畳得遍膿生凍，

慢慢俘開了昏花眼，却見自身鯛在那囚車的中

央，渾身水淋淋的好似落湯鶏，李大海他四人

餉在雨労。孟金低聲把老鍾喚：r什歴東西歴

住了我這胸瞠，眼見祢我是不濟了，但不知衆

伏俘却在那方』？　言談之問囚車停住了，走

上來的幾個鬼子悪如虎狼，把華光連衆人檎了

下去，施施拉拉到公堂，『読是齪黛，理慮遭映

途監房；等着工潮李息、監禁期満後，再辮一

角公文，押戒還郷』。

　　華光胴在牢獄裡眼望着鐵窓，想起了老

娘：r這兇信若是傳到家郷，堂不要望穿了老娘

的眼，実断了妻児的腸』。又想道：「爲了大家

把外國的廠圭來反抗，縦然身死又何傷？」説

罷了工人痛苦一個小段，不由人痛涙交流怒満

胸瞠！

⑦　打 虎

露齪殺人最狼，年年死傷如麻；一名還叫　　虎［列拉，説起眞眞可伯！　病獲又嘔又吐，肚
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疹甚似刀孔；口唇青紫眼窩窪，生命等時作

罷！

　　　列位：弥道這首西江月，是爲什歴作的

　　児～　原來糧齪一名虎例拉，是一種最利

　　害的傳染病。毎年在夏秋之季，是這種病

　　最流行的時候，死人不計其数。只因我個

　　虫越1科學不襲達，窮郷鄙壌的村民，在病

　　未來的時候，既不憧得預防，病來了，只

　　好焼香拝佛，再不然請上一位似通不通的

　　中醤，胡齪弄鮎草根樹皮給祢吃。這檬不

　　知道坑死了多少人命！　列位要知道：霊

　　齪病錐然利害，我偶儘有好多預防的方法，

　　叫勉不能聚生，請聴在下慢慢道來：

読的是郡州城外王家荘，

有一家大戸本姓王。

王大戸從前當過郷長，

他的名子叫倣王有常。

這村裏十個人倒有九個不識字，

就是有常上過學堂。

這一天王有常正在家裏坐，

忽聴得隔壁張仁家裏閾曝唾。

又聴得実一陣來叫一陣，

又城参來又城娘。

王有常越聴越納悶，

不由得來到張家問其詳。

原來是張仁的見子小三得了病，

張仁夫妻守在房。

張仁起身忙譲坐，

叫聲大寄王有常：

「這骸子身膿本來好，

想不到今天病在豚。」

張仁有常正在一一mo來講話，

那小三不佳呼咳叫親娘。

有常暴目留神看，

見小三個眼窪陥瞼焦黄。

一會見吐來一會見潟，

吐的像水潟的像淘米湯。

小三読：「陣陣肚疹像刀子絞，

外帯着腿筋抽的慌。」

文

張仁読：「我去東荘取付藥」，

他老婆読：「不如到痙神廟裏去焼香。

痕神爺向來根盤験，

焼香総比吃藥強。」

有常聞聴開言道：

叫聲老弟聴端詳：

　　　王有常知道小三得的是覆齪病，焼香拝

　　佛堂不是胡闇？　他起緊和張仁論：「老

　　弟小三得的這種病叫霊齪，也叫虎例拉，

　　是一種根利害的傳染病；焼香不管事，還

　　是赴快講一位高明大夫吃鮎藥ロ巴。」王有

　　常知道震蘭L根容易傳染，他読完這幾句話，

　　赴快回家了。

且不説有常回家轄，

再把張仁表一番：

眼看小三病越重，

咳聲嘆氣坐立不安。

開言又把賢妻叫，

叫聲賢i妻祢聴言：

「有常寄設的話未必轟的住，

什麿虎例拉能傳染我不以爲然。

還是到癒神廟焼香上供，

求痙紳慈悲保佑哨。」

張仁的老婆不怠慢，

傘起香紙一溜姻。

三歩併成爾歩走，

痙神廟不遠在面前。

先上供來後焼紙，

將身脆在供巣前。

口稻：「痕神多保佑，

保佑小三多李安。」

濤告完畢忙帖起，

急急忙忙轄回家園。

小三的病不但不見好，

陣陣昏迷把白眼翻。

張仁読：「我去東荘把趙先生請，

他的醤道亜饗神仙。」

他老婆聞聴蓮蓮論「好，

弥務要快去快回還。」
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張仁聞聴不怠慢，

穿上大樹一溜姻。

到東荘不過一里地，

不多一會見巳回還。

懐中掬出一包藥，

又叫賢妻弥聴言：

「趙先生読這藥止吐又止鴻，

藥到病除似仙丹。」

他老婆倒了孚碗白開水，

扶侍小三把藥餐。

小三勉強把藥吃下肚，

張仁夫妻眞喜敷。

都以爲小三得了救，

誰想不到牟夜小三一命完。

　　　列位！　露齪這種病，錐然十分利害，

　　可也不是几得這種病的都要死。小三的病

　　最初並不甚利害，他所以死的原因，第一

　　是吃了他参嬌迷信的蔚；他偲如果不主張

　　焼香，早先請一位高明的大夫，礁一騰

　　也不至於死了。第二是吃了那位趙先生的

　　腐；原來得震露L的，吃了止吐止潟的藥，

　　是萬分危瞼的咽！

　　　坐茎死後，張仁夫妻自然十分悲痛，這

　　且不提；再読震齪本是傳染病，王家荘所

　　有的人椚，除了王有常以外，没有一個人

　　憧得預防的；所以自從小三死後，得窪齪

　　病的一天一天的多了起來。

自從小三一命喪了身，

王家荘毎天有病人。

得的病都和小三是一檬，

吐潟肚ヲ客腿抽筋。

舌乾口潟小便不順，

手脚氷凍汗満身。

不思食來不思飲，

通身無力頭襲昏。

十個病人倒有九個死，

十家準有九家有病人。

今天才埋了老張和老李，

明天又死了老鄭和老孫。

文 101

人家論窪飢殺人兇似虎，

看起來他比老虎兇十分。

王家荘家家戸戸有的得病有的死，

就是那王有常家裏没有病人。

衆明公要問這是急磨回事P

聴我從頭読原因：

重査賞自從那天看見杢三得了病，

急急’1’亡十亡家回F『。

他見了他的太太開言道，

叫聲太太祢聴眞：

「哨村裏爽現了霊齪病，

又吐又鴻腿抽筋。

這径齪本來容易傳染，

從今天我1門要特別留紳。

覆齪病錐然利害預防イ乃然有辮法，

預防周到病不能侵。

個若是不留心得了震齪，

這種病読起來危瞼萬分。

只要得了這種病，

十有入九命難存。

自己死了還不算，

更能傳染全家的人。

太太冴侮看利害不利害，

這可不能不小心。」

王太太聞聴害了伯，

開言有語把話云：

　　　當時勉問地丈夫説：「預防霊齪的傳染，

　　究覧有什腰法子児？」有常回頭封他的女

　　見秀娼読：「去叫祢寄寄和弥艘子到這屋

　　裏來，我給祢偶講一講預防霊齪的法子。」

　　不一會，秀娼和姫舟幕占元，姥艘子臭氏，

　　都到上房屋裏來了。

頭裏進來了王占元，

後面緊銀王秀娼，

娘婦呉氏脚小走得慢，

緊紐緊揺還落在後邊。

大家進屋都落了坐，

有常開口把話言：

「哨村裏獲現了震齪病，
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這件事情非等閑。

程齪是一種根利害的傳染病，

読死只在一牛天。

病獲大吐又大潟，

腹疹陣陣似刀宛1。

小腿抽筋更難受，

頭昏口潟舌獲乾。

張家小三得了這種病，

我イ門要設法預防才安全。

占元読：「程齪怒歴傳來急贋染？

請参参詳細説一番！」

有常設：「傳染程齪全愚程齪菌，

這種菌顯微鏡下才看得見。

病人的大便裏邊都有菌，

還有許多菌藏在食物上邊。

病人的糞便随便倒，

蒼蝿一見來得敷。

東西越瞬他越愛，

成群結隊落在上邊。

大吃大喝多一會，

許多病菌身上黍占。

帯着病菌満庭飛散，

有的就飛進人家厨房間。

厨房裏吃喝東西外邊放，

這一華勾魂鬼又來解饒，

吃喝東西都譲蒼蝿爬一遍，

留下了不少的病菌在上邊。

吃東西的人既不留神，

蓮東西帯病菌一塊吃到肚裏邊。

肚裏邊有了窟齪菌，

病襲只在三雨天。

十人得病九人死，

任慧弥身髄強壮也柾然。

伯椚看程齪可伯不可伯？

程齪菌實在是得病大根源。

読完一件又一件，

聰我糸田糸田読一番：

有的人往常河裏倒馬桶，

羅齪病因此更往別慮傳。

原 文

只因爲許多人家用河水，

誰想到病菌也就在其間。

這一來吃了河水得麗齪，

和蒼蝿傳播病菌是一般。

還有一黙要注意，

聴我細細説一番：

程齪菌不只是病人的糞便裏有，

他還在病人的衣服被褥上邊。

弥要把病人的衣服被褥摸一下，

磁巧就有幾個病菌手上邊，

吃東西以前再不洗手，

那病菌也能到腸胃裏邊。

所以読只要獲現了程齪，

我イ門要庭庭留神才安全。」

王有常論罷這段話，

一勇圷壌王占元。

口中連把参参叫，

叫聲参参イホ聴言：

預防霜齪悠歴辮P

還望釜参論一番。

有常聞聴開言道：

「預防方法並不難。

第一要注意病人的吐潟物，

創個坑埋在地裡邊。

其次是一切食物好好煮。

生冷不熟的東西不要餐，

吃飯的塚具常清毒，

這檬便可防病源。」

王太太読浴毒又是急歴回事，

請弥細細講一番。

有常読：「治毒就是弄死病菌，

方法読來根簡軍。

郷下難買清毒的藥，

焼黙開水並不難。

病菌遇見開水就被漫死。

自然不能把病傳。」

有常把消滅病菌的方法巳経読過，

再把那断絶傳染的方法読一番：

「蒼蝿既是勾魂鬼，
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所以然防備蒼蝿最爲先。

吃喝的東西上輩上紗置，

厨房裏再把沙窟按。

見了蒼蝿就打死，

冤得他來把病傳。

大街上切開的西瓜要不買，

不乾浮的食物更不要餐。

喝冷氷尤其不保瞼，

煮開了再喝放心寛。

飯前便後都要洗手，

伯的是程齪病菌手上黍占。

我椚的手要銀病人磁一磁，

洗手治毒最當先。

総而言之一句話，

慮慮清潔庭塵小心保李安。」

王有常読罷這些話，

一家大小心裏諮然。

占元又把母親叫：

「奪聲母親祢聴言。

今後噌一家都照父親所読的倣，

震齪再利害也技尋不着哨。

人家設震齪好比一箪虎，

喧椚是打虎的英雄齊上前。」

且不読有常家裏防震齪，

再把別家表一番。

小三死後不到一禮拝，

他嬌也一命蹄陰間。

這一回死的人連連不断，

王家荘的実聲似天翻。

家家的骸子都穿着孝，

家家的地裏把新墳添。

全村裏十有八九都遭了難，

就是那王有常的家裏都4安。

這段故事巳完結，

勘明公千萬莫作等閑観！

⑧守江陰北李腔〔小口大鼓〕

　（西江月）孤樹不能成林，萬事必須同心；「二

人合力可断金」，古語眞是名論。

　（白）幾句残詞念罷，却読明末清兵入關以後，

統兵攻打江南，一路勝利無阻，只是到了江陰，

却彼江陰典史閻磨元捲住，不能前進。這江陰

乃是一個小小城池，方園不過十絵里，人民不

過萬戸，兵丁只有一千，只是因爲全縣人民同

心合力，所以能撹住清兵十萬，把守三月之久，

要知詳細，聴在慢慢道來：一

　（唱）疲兵入關イ占中原，分派大兵4江南。那

豫王多鐸是個勇將，帯兵南下破竹一般，各地

官吏有降有胞，那不降的官民都死在陣前。一

月間李定了一百多縣，攻破金陵也只用了爾天，

殺人如麻戸骨遍地，鮮血横流江河一般。那豫
王多鐸揚揚得意，他心想4定江南似手翻，蓬

一目，派降將劉泉佐攻打江陰懸，那皇佐他認

識江陰典史閻慮元，閻慮元本是文官一個，自

己並無領兵権，城内室室無兵守，只慮元一人

守着關。良佐想此去塑陰不用費勤，曉以利害

招降有何難！　兵到江陰安下螢纂，劉良佐住

在栖婁観，忙派王昼到城裏去，前去招降閻磨

元。那王恩一行來到城門上，不料想爾扇城門

關了個嚴，城上的守兵齊齊整整，一個個刀出

鞘來弓上着弦。玉恩不敢向前進，高聲大叫有

話言。「我奉総兵劉匿爺的命，城内來見固慶

丞。」守城的民軍沖沖怒，齊読道：「侮不該投

降賊人作漢好，還有什磨瞼面來見閻元帥，閻

麹決不和祢這好賊來禁談。弥快快給我猿回

去，若遅延管叫祢命喪黄泉。」読話之間抽弓搭

箭，嗅的一聲射中他的耳朶邊。只圷得王恩岐

喀一聲回頭胞，耳帯鵬翔奔向栖霞観。他見了

劉良佐便開言道，這回瞼些喪黄泉。那劉良佐

一看読「且慢！　無用的奴才弥忽會這般，有

什歴言語祢且講，爲什歴耳播鵬栩狼狽不堪，

莫不是鷹並不降將祢打，快快從頭読根源。」王

恩連忙開言道：「劉老爺請容我細稟一番，小人
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我奉命到江陰縣，萬不想城門緊閉兵容森嚴，

閻慮元被暴爲元帥，帯領着民軍守城垣，不肯

投降也不把小人見，令軍民罵我個全是漢好，

不譲小人進城去，抽出了鵬栩拍上弦，只聴見

曖的一聲響，一支鵬栩把我的耳朶穿，小人我

連忙往回胞，若再慢一黙我命就要喪黄泉。」皇

佐論：「祢這奴才眞没用，待本帥親自去見壁

元。他連忙叫從人備上戦馬，帯領着親兵來到

城前，那親兵高叫城上衆軍士，劉老爺親自來

到城關，速速去稟閻元帥，祢就読故人來到有

話言。」且不言傳話軍士把城下，那良佐靖在城

外仔細観，又只見城上民軍十分齊整，一個個

刀出鞘來弓上弦，大砲都是口向着外，漆木編

石擢得齊全。少刻就見那慮元來到，昂然帖在

敵櫻前，読城下來人是那個？　要見某家有何

話言，良佐聞聴開言道：「老朋友劉良佐要和祢

談，明朝已亡江南無主，祢若婦順富貴無邊。

弥看那豫王多英勇，若是不降死在眼前。」閣贋

元聞聴恰恰大笑，「將軍演是齪胡言，想人民納

糧養軍除，原本爲保護人民得孕安，不想弥不

顧廉恥降賊鬼，祢還敢前來作漢好，我江陰人

民都是義士，我個同心合力要把敵繊，祢若是

知董快快退去，便是那多錐親到我也要和他殺

一番」。那皇佐大怒回馬就走，閻、慶丞下城忙把

令傳：「清兵不久來攻打，必須要緊緊守城垣，

城裏糧食和軍器，件件都須備齊全」，傳令巳畢

不多久，家家戸戸都來認掃，有的損銭有的途

米，也有的掃贈衣服和食盛，銀銭指了一千萬，

一萬石糧食堆如山。武畢黄略把東門守，義民

李玉守南關，那把守西門的是陳明選，把守北

門的是閻慮元，毎門上大砲三十架，火藥三缶［

還有鉛丸，許用徳巡査四門打接慮，婦女椚造

飯供軍餐。安擢才罷造兵巳到，十萬大兵來到

濠邊，螢盤紮下一百多座，大砲攻城姻火蓮天。

城培北面打了一個洞，各家忙摘下門板用鐵練

穿，又用棺材装満了土，堆到城根把窟窪填，

婦女小骸齊下手，有的撞土有的搬傳。一夜的

工夫便堆起，城培弄得分外堅，漬兵攻打三書
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夜，城培還是ew－一般。那多鐸一見心急燥，氣

得白眼不住的翻。又調精兵齊射箭，火炮雲梯

向上鎭，城上弓多只鉄箭，急壊了英雄薩元，

他低頭不語來回走，忽然間想起了一個巧機關，

這一天時候剛剛到夜，陰雲密怖黒暗暗，他梱

好草人五百個，桂上紅燈立在環口邊，城内民

軍播鼓μ内城，彷彿要下城去劔螢盤。疲兵一見

骸了伯，個個旺的稀尿窟，少時燈滅鼓聲也住，

只是一片陰況況的天。清兵才把心放下，燈又

明來鼓又喧，又好像下城來籾塞，那豫王多鐸

怒髪沖冠，他読道：「蓮忙ロ分ロ分附弓箭手，快將

箭矢上弓弦，管他籾塞不劔塞，只管放箭莫邊

延」。只聴哩哩哩的往城上射，從三更一直放到

四更天。紅燈巳滅鼓聲住，個個草人満被箭穿，

城中得了清兵箭，十萬鵬栩没花一文銭。天明

烏雲全四散，一輪旭日照旗旛，風瓢着大旗忽

忽響，旗上邊爲着「同心合力」四個大字斗一

般，民軍帖在環口上，高聲繋済兵把話言，「多

謝贈途十萬箭，雨軍陣前再途還」。只氣得壷兵

無可奈，怒目横眉咬牙關。又過幾天城中又ロ内

城，清兵還以爲是計忙把螢門關，不想這次是

眞來籾塞，攻進了螢門即刻退還，只開得撞兵

自己相殺欣，一夜死了好幾千。那多鐸無辮法

行苦肉計，綿着雨個降將脆在城前。「哀告江陰

衆父老，快牧兵來快開關，若是不降我個定被

斬，萬望父老把我椚可憐。」民軍在城上忙答話；

「罵聲奴才不知差漸，弥既被檎早就該死，添

不知恥還來求憐，誰能憐惜祢個無能之輩，誰

可憐祢椚傭個漢好，」話言之間搭上箭，爾箭把

他椚射倒在地4川，一個射仲天盤蓋，一個射

在胸瞠前。眼随的兵卒往回胞，見了多鐸稟報

一番，豫王多鐸沖沖怒，架起大炮攻城垣，一

蓮攻打十天整，攻打不開還是柾然。民軍一千

撹敵十萬，小小江陰守了入十八天。這都是人

入齊心勢力大，共同努力事事可成全。到後來

城裏糧草盤，衆民兵爲國死難美名傳。唱罷了

守江陰一個小段，望諸位合力救國莫作等聞。
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⑨　呉

他能愛護士卒，與他偶共甘苦，所以

能打勝杖。

　　距今二千多年，東周列國時候，河南地方

（那時候叫衛國）有一個人，名叫臭起，這人生

得身燈牡健，天資聰頴，只是從小就不愛捻書，

光喜歓要要寳創，弄弄刀槍。有一天他的母親

責罵他道：「祢這麿大了，還是終日遊蕩，不務

正業，將來如何是好？」臭起聴了母親的話，

便一賭氣出了門，遠訪名師就讃。先在曾子門

下讃了幾年書，後來又棄文學武，專攻兵法，

因爲他十分聰明，所以不到幾年，孫武子兵法，

司馬穰苞兵法，都被他研究得精通。學成之後，

便求仕於魯，飼穆公葬他爲大夫。

　　不久，齊將田和，引兵來攻魯國。魯穆公

原想用臭起爲將，出抗齊師，但因呉起婆於齊

國田氏，伯他到了前線，顧念親戚情扮，不肯

認翼作職。臭起是何等聰明乖畳的人，穆公這

心思早被他看透了。他便殺了妻子，傘了那田

氏的頭來見穆公，請穆公不要再懐疑他，任用

他爲大將。穆公曉得他爲人精通兵法，又多智

謀，便拝他爲大將，領兵與齊相抗。

　　臭起受命，統率十萬大軍，調赴前線，準

備與齊作戦。不到雨天工夫，他椚便來到魯國

邊境。兵士椚搭了螢帳，築起櫨竈，在那見駐

紮了起來。

　　他個駐紮的地方，是一片漠漠的荒野。兵

士個在近庭郷下人家裡，尋了些稻草來，舖在

地上，夜裡，便睡在那上面。臭起夜間也睡在

稻草上，並不53設舖位。他的侍衛和他読：「將

軍玉膣貴重，不能如此。」他揺揺頭微笑着毫不

在意的読道：「將軍和兵士有什磨不同？　別

的弟兄能受苦，我臭起爲什歴不能？」吃飯的

時候，他也和兵士椚一榛，坐在飯鍋労邊，端

着黒皮子大碗，往騰裡杁携米飯，咬鍼蘂頭和

盤漬的白菓幕子；一邊吃，一邊和兵士椚談笑，
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起

毫不擢長官架子。

　　有一次行軍，他看見前面有一個老兵，措

負着況重的米糧袋，濁着身子，一邊走，一邊

喘息，頭上滴滴塔塔直揮汗珠。他便走上前去，

拍了一下那兵士的肩膀道：「老弟兄！　我替

祢措黙罷！」那兵士正在低頭走路，肩上猛然

被他拍了一巴掌，不覧吃了一驚。一回頭見是

臭將軍，便囁嗜着論：「小兵………不敢勢動…

　・。」臭起温和的笑着道：「祢一個人，措這

歴些個東西，太吃力了。分給我錨見ロ巴！」論

着，就從那兵士肩膀頭上，祉下一條米糧袋來，

放在自己肩上。那兵士待要去槍，臭起早已急

歩走向前去了。別的兵士看見了，都指着那個

老兵罵道：「祢這個該死的癩1家伏，忽歴叫將軍

替弥措起東西來了！」臭起聴了連忙回過頭來，

揺頭制止他個説：「祢椚不要如此，他一人措那

歴多，實在太累了，我看着他，雨手室室的走

路，實在不忍心。如今我替他分措一鮎，算不

得什腰。」那些兵士聴了，都爲之動容，齊聲讃

嘆道：「將軍！　弥待我椚太好了！」

　　有一次，螢中有一個兵，背上生了瘡，鯛

在螢帳中，書夜大暉着無神的爾眼，張着乾焦

的嚇唇直噂呼。臭起夜間醒來，聴了那棲惨的

坤吟聲，再也不能接着往下睡了，便爬了起來，

披上衣裳，走到那患病的兵士前面，想撫慰撫

慰他。問知他今晩還未曾服蔚，便親自打開商

包。在一座小泥櫨上，爲他將薪煎好；倒在碗

裡，放在唇邊，親自試了一下凍熱，然後又捧

到那兵士面前。那兵士巳朦朧睡去，臭起便

輕輕將他拍醒，柔聲i的向他道：「薪好了，吃

罷1」他那温存燈貼，寛像一位慈愛的母親。

　　後來，臭起聴人読，那瘡如果破了，流出

膿血來就好了，他就扶起那兵士，叫他和自己

背瞼坐着，自己傭身下去，吸眈那瘡裡的膿血。

那瘡本來已潰燗了多日，腿臭難聞。上面落了

好些蒼蝿，揮也揮不去，剛用手閨走了，又飛
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瀧來了。臭起的瞼才一貼近那瘡口，那一種悪

臭氣味，横進了他的鼻孔，使他瞼些嘔吐出來；

但他隠忽着，屏止了呼吸，將噛唇緊吻着那紅

腫流膿的瘡口，用力的一吸，一股稀湯似的膿

汁，沽上他舌頭，流入他口中，又腱又臭，又

鍼又苦，読不清是什歴滋味。吸了一口，吐在

地上，再接着又去吸暁，一連吸了十多口，那

凸起的瘡，fiZP下去了。他便叫那兵士重又胴

好，爲他蓋好被子，安慰他説：「安心的睡一・會

児咀，不久弥就可以好了。」那兵士望着他，大

穎的眼涙，從眼角流下來，用微弱的聲音説道：

「將軍！　祢比我親生父母還好児！」全軍士

卒，見了這情状，莫不感泣，個個磨拳擦掌，

願爲將軍敷死。

　　査國坦麺，聰論昼軍將領是呈起，十分輕

蔑的論道：「呉起有什歴能耐泥P　能與我墨

和較量鳴P」

　　過了幾天，不見魯軍前來挑戦，便派了探

子，前去偵察魯軍動静。那探子去了牛日，回

來報道：「我看見臭起坐在帳中傘了一個大室

碗，和一個小兵分一碗肉湯哩。」

　　田和聴了拍掌恰恰大笑読道：「將軍奪嚴，

兵士才會生畏心，兵士生畏心，才不敢不出力

作戦。臭起這榛封待兵士，和兵士椚在一起厨

混，急能叫兵士伯他？　既兵士不伯他，志肯

爲他出力作戦？　我不用携心了，他決定不會

打勝了我的。」第二日，便派了愛將張丑，到墨

起帳中去探聰戦守之意。

　　臭起這日正和士兵椚盤膝坐在一起，談一

些名將的故事泥；忽聴守門的兵進來報道二「査

國的將官張丑求見將軍。」臭起便叫那些精肚

的兵丁藏在一邊，只叫那些老弱駝背濁腰的老

兵，和那些年少的兵娃子留在外面。安排已畢，

便ロ分附一聲：「請！」

　　張丑一進來，見満螢都是些長了髪謂的老

兵，和些年輕的小兵，心裡就有幾分輕視之意，

暗想道；「墨起的兵，原來都是這塵一些不中用

的。」進入帳中見了臭起，分賓主之禮坐下，互

相読了「欽侃………久仰………」一類的客氣

文

話。略停片刻，張丑畷了一口茶，緩緩読道：

「將軍的夫人，是齊國田宗的小姐，將軍如果

不忘田氏之好，我椚那方面，願與將軍結盟講

和，從此休戦。」

　　奥起轄動着眼購，打量了一下張丑，心裡

暗噌獲笑想道：「侮這片鬼話遽瞳的過我？」他

心裡錐這檬想，但外表傍装成相信他的話的模

檬，微笑着欠身答道：「我一個書生，那裡敢與

貴國交戦，雨國如能結盟通好，從此停戦，那

乃是我潟望之事。」

　　臭起留張丑於螢中，歓飲了三日，絶口不

談軍族之事，張丑偶爾談到，他也儒装糊塗，

不與接談。

　　張丑臨行，臭起還装出極端誠懇的様子

説：「我一心一意吟望髪方能修結盟通好，我ヲ手

託恋千萬回去早日促成這事的實現。」

　　張丑走了不多時候，奥起便將軍除編排成

三路，東路命泄柳統率，西路命申詳統率，中

央一路軍由自己帯領，尾随在i廷後面。

　　張丑回去正在那裡和腫談得高興，読墨

起人急檬的愚蚕，兵念様的無用………，忽聴

得韓門外鼓聲大作，殺聲震天，原來是墨起領

着兵殺了進來。嚇得田和，馬不及乗，車不及

駕，叫一個侍從措着，從後門逃出去了。旦凶

軍中大齪，田忌，段朋急忙整頓軍士迎戦，不

隈防泄柳又領了一枝兵從左闇入，右邊又閃出

了申詳一枝兵。魯軍三路並進，將齊軍園在中

央。齊軍大敗，横F遍野，血流成河。

　　魯軍走後，田和罵張丑道：「祢這介不中用

的東西，都是祢誤的事！」

　　張丑面紅耳赤，十分蓋椀的答道：「誰想到

臭起封我的那一套全是假的泥P」

　　田和唄道：「臭起用兵，是孫武穣萱之流，

魯國如果長久任用他，査人將二没有安穏日子過

了。」

　　墨起這次建立了奇功，塑大悦。備辮牛

酒金銭，大稿三軍，並拝臭起爲上卿，根見愛

重。

　　他在魯國，本來根可有一番作爲的，可惜
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後來中了齊國的反問之計，魯穆公想撤他的職，

懲辮他，但命令未下，昊起便已聞訊，楡楡逃

捧了。

　　後來他奔到魏國，在魏國建立了不少功勲。

魏文侯死後，他的見子即位，是爲武侯，奥起

覧着是前朝的功臣，満想徹一任好宰相，誰知

却把宰相給了一個老臣田文。他十分氣憤，武

侯也十分不高興他，打算創他的官職，他便棄

魏奔楚。

　　到了楚國，楚塵玉根器重他，＃他爲相。

墨起感恩無巳，便慨然以富國強兵自任，他向

悼王建議道：

　　「楚國地方数千里，擁兵百絵萬，原根可

以爲諸侯之雄，安爲盟主。目前所以不能移那

様，都是因爲失了養兵之道的縁故。養兵之道，

是使兵丁餉糠充足，然後再用他打侯，他才樂

意爲國損躯。現在満朝都是領乾薪，掛室名，

遊手好閑的貴族王孫，國家養着這般無用的人，

虚耗國家的銭財，而戦士的餉銀，只有升斗之

微。國家待他椚如此之薄，而希望他偶替國家

掲躯，那裡能籔咤。楚國不想富強便罷，要想

富強，第一非得裁去那些無用官員，節省出金

銭來給那些戦士椚不可。」楚王根以爲然，便採

納了他這建議。

　　魍這辮法一實行，王孫貴族失隷的有敷

百家，但國家一年章節省下一百多萬。他又召

集士卒，朝夕操練，戦術特別好的，餉銀特別

加厚。不上幾年，楚國兵強國富，雄視天下。

三晋，齊，秦，i封楚都十分畏催，終悼王之世，

不敢加兵於楚。

　　塵這個人治軍是良將，治國是能臣。他

的殺妻求將，歴事敷國，自然毫無足取；可是

他的治軍方法，謀國計劃，我椚不能抹熱。尤

其是他的視士兵如手足，把民衆當同胞這一黒占，

是値得我椚敷法，値得我椚侃服的！

⑩　封内和卒統一，封外一致抗戦

　　學校裏放了寒假，倣教員的王國幹，爲了

多得些数育農民的機會，傍奮留在學校裏，並

未回家。青年農民劉蔓富和奎永年，在這時候，

也有了根多的室聞時間，因此在白天裏，也常

常到學校裏來，向王國幹請教。

　　今天是二月十五，也正是菖歴的正月初五，

　　永年和萬富，吃完了早飯，興伸沖的胞到

　　學校裏來。「二位！　今天幹囑來得這塵

　　早？　有什歴重要問題眼我討論鳴～」國

　　幹譲他備坐下以後，笑吟吟的這標問着。

　　永年読：「是的！　今天是二月十五吐，正

　　是三中全會開幕的時候，我個都知道這次

　　的三中全會，封於中國的前途是根重要的。

　　但是三中全會究寛都是由什歴人來出席，

　　他椚権力有多歴大？　這些還有鮎見摸不

　　着頭彊，還請先生指示一番。」國幹読：

　　「好！　聰我慢慢的道來：

　國幹帯笑把話言，

奪二位，聴我從頭講一番，

首先提到國民黛，

這些年來執掌政権。

全國黛員選代表，

組成了全代大會最高機關；

全國代表大會的権力大，

決定國策選墨中央委員；

中央委員組織成中央執行委員會，

全代會閉幕期間行使職権。

在孕時推定常委行使職務，

隔幾月全骨豊會議暴行一番。

大多数中央委員都到會，

關係重大非等聞。

全代會到現在已是五届，

毎屑裏中全會暴行幾番；

這一次暴行的三中全會，

就是那第五届的第三番。

内政外交都要討論
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　關係重大不同一般！」

　　國幹読到這里，萬富間道：「櫨弥読來，中

央全會眞是重要極了，但是這幾年來，也曾経

暴行過好多次的中央全會，爲什贋都好像不關

痛燈似的，引不起一般民衆的注意咤？　爲什

歴這一次的三中全會，毎個人都眼巴巴的紛望

官泥P」國幹読：

　「巳往種種・會議被人看輕，

　都只爲議而不決決而不行，

　彷彿是有會無會無關輕重，

　因此上把E當作耳労風。」

　　國幹正要接着往下読的時候，永年播騰間

道：「那磨，祢敢搬保這一・一・Eke7會議，就能倣到

r議而能決，決而必行』的地歩鳴P」國幹読：

「三中全會的結果如何，在開幕的今日，自然

不敢預測；就是能倣到『議而能決，決而必行』

的地歩，也得看看議的是什歴，決的是什麿，

行的是什歴，才能到断宣的慣値，不過我イ門從

最近國内國外的局勢看來，國難的嚴重，已経

到了最後的關頭，全國人民一致的渇望封内和

4統一，封外抗戦禦侮，因此封於有關内外大

計的三中全會，都希望有個圓満的結果，不像

以往那檬漠不關心了。鐵的事實，擶在眼前，

縦想　避，也不可能。我椚希望出席全會的中

委，一方面積力矯正以往r議而不決，決而不

行』的毛病，一方面要認清民衆的要求，択住

問題的要黙，給中國一個起死回生的機會。」萬

富読：「王先生，弥読的封極虚！　我家東隔壁

有個叫察麻子的，他是一個不識字的老農，昨

天根興奮的封我説：r聴説中國要抗×嚇，這幾

天南京開的什歴會議，就是商量這個事情的，

咽！　中國可有希望馳！』王先生，弥看！

連郷下的老百姓也注意起三中全會來嚇！　這

是從先所没有的現象咽！」國幹読：「這現象眞

是好極駐！　可是一般老百姓個，封於三中全

會究寛抱着甚i歴希望呪？」萬富読：「我椚老百

姓偲所説的話，難然没有什麿條理，可是婦堆

説起來，也不外雨方面：一個是激底反封内職，

希望和孕統一；一個是襲動抗×戦箏，挽救民

文

族危亡。這爾件事，其實也就是一件事的爾方

面，都希望在三中全會裏，得到一個圓満的解

決。」國幹読：「祢所読的爾種希望，都是根正

當的，就請弥椚把這爾種希望的理由，分別的

読一下好不好？」萬富説：「好！　我先読第一

方面：

　萬富叫聲王先生，

　聴我把反封内戦的理由説個清：

　十幾年來多内職，

　遍地槍砲翻蓮聲，

　衆軍閥只顧箏権與奪利，

　他把那國計民生就往一邊初。

　這盧打來那塵打，

　今日戦來明日孚。

　只落得黎民百姓不得安静，

　東奔西逃受苦辛。

　只落得一見大兵就害伯，

　聴読内戦就脳袋疹。

　只落得帝國主義來侵略，

　f占去了東北四省又把緩遠攻，

　眼陣隙華北一帯難保守，

　進一歩伯領全國其勢淘淘。

　要想冤去亡國渦，

　全國的力量要集中，

　任何内戦都要避冤，

　徹底輩固國内和季。

　不當漢妊的都是同志，

　全國結成一條縄，

　完成統一集中力量，

　一致封外息内孚。

　那敵人希望我個自己打自己；

　好譲他　火打刻坐享其成。

　我イ門自己要孚氣，

　別叫敵人有隙乗。

　近年來全國民衆都畳悟，

　全主張槍口封外國内和ZF；

　我政府也主張和李統一保存國力，

　儘量避冤國内職孚。

　因此上西南事愛没有鑛大，



西安事攣治滅無形。

看起來中國総算有希望，

眞正的敵人巳認清，

希望這一次的中全會，

進一歩圭張和李貫徹始終！」

萬富読完這番話，

國幹拍手讃蓮聲。

開言又把永年叫，

「祢把那主張抗敵的理由明一明！」

永年説「這個理由容易講，

三歳弦子也認清！

敵人野心天來大，

得寸進尺不留情。

我椚越是不抵抗，

他越獲不把我個放在眼中。

不抵抗失去了東三省，

局部抵抗又把熱河拐，

近二年察北翼東非我有，

伯只伯牟壁山河保不成！

五六年血的裡験慮該猛醒，

那就是；『我越退譲他越進攻！』

有入説：r要想抗敵須有準備，

要雪國恥莫求急功。』

這就是長期準備抗敵論，

實在叫人想不通！

須知道我椚準備人家也準備，

敵人的準備敷力更宏；

伯只伯不容我個準備好，

亡國的局面巳造成。

看起來室城準備不中用，

結果是竹竿打水落個室！

只有那一面抗戦一面準備。

這就是室城口號不如實行！

又有人読：『我椚的力量實在不鉤，

人力物力都不行！』

這種人眞是害了恐×病，

抹殺自己長人威風！

歴年來局部抗戦也會得勝，

最近的繧遠大戦也成功，

原 文

東三省義勇軍越來越勇，

那敵人千方百計也不成。

看起來中國人不是不中用，

那敵人也不是天將天兵！

打勝侯武器精良自然重要。

其他的許多條件也別看輕！

國際上那敵人陥於孤立，

敵國内種種矛盾潜伏無窮。

他本是侵略弱小出兵不正，

世界上多敷人類不同情；

我本是抵抗侵略萬不得已，

衆同胞人人都要死裡求生。

縦然説我椚不敢操必勝，

也比那坐以待亡好上幾層。

這些理由全不必講，

那許多中央委員都根聰明。

希望他能顧到民族生命，

只要認清全國民情，

會議席上主張抗戦，

全國動員把敵攻。

保障民槽訓練民衆，

國民會議早開成。

完成了抗敵禦侮民族革命，

牧復失地痛飲黄龍！

這才是爲國蓋忠爲民請命，

千秋萬世留美名！」

永年読完一片話，

國幹鮎頭稻讃不停：

「祢椚的話根能代表多数民衆；

那就是封外抗戦封内和孕。

窯國諸公見識遠，

一定能鉤膣察民情。

要知道三中全會有何結果，

再過幾天自然看清，

大家耐心且等待，

希望着擾開雲霧見光明！」

他三人説罷了三中全會一席話，

永年萬富回家行。
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⑪難慈母涙（一名槍驚毒犯）

迷離芳草暮春天，

一抹斜陽傍遠山；

牧童見口横短笛騎牛背，

吹得是漁樵耕讃四位大賢；

在荒郊外有一具屍身仰臥，

啄！　祢看那股股血水術泪泪。

曾記得剛才這裏多歴熱岡，

虞個是人海又人山，

也有那老嬰龍鍾扶着拐棍，

也有那小小玩童四庭衝L償，

也有那年青婦女來湊趣，

也有那公子寄見馬上加鞭。

読不蓋士農工商軍民人等，

都來看槍艶毒犯叫候會南，

一婁時毒犯飲弾人蓋散，

室留得一涯碧血照眼鮮。

正這時從後面鉋來一位老婦女，

弥看地幡然白髪已残年，

頭観観一歩一跣蓮聲叫城，

読：「我的見祢忽死得這標可憐？」

到躁前伏在屍身心肝痛砕，

不由得雨眼昏花老涙漣漣，

読：「小冤家祢今一死無牽掛，

拗老娘桑楡晩景太孤輩！

想當年弥父去世弥剛三蔵，

剰我椚孤見寡母受蓋貧寒；

眞乃是伶イ丁孤苦無依葬，

全慧我鍼指勤勢去瞭銭；

七歳八蔵途祢學堂把書念，

實指望長大成人裕後光前，

才不柾我節烈泳霜五十載，

在黄泉下弥那短命的参参魂也安。

好容易腸到畢業娘心喜，

錐不能羊奨供養，也可以寂水承激。

錐知祢没出息的該子不長進，

交了些狐朋狗友酒地花天。

更不知祢什磨時候抽上了白面，

那翼是害人的東西毒菊一般！

幾次幾番働弥全然不瞭，

祢悠腰傘嬌娚的好話當作燗言？

到後來腐行戒毒官家暴辮，

員乃是雷属風行決不姑寛！

這時候弥総磨激底畳醒，

作一個改過自新的好免男。

可是侮執迷不悟一錯百錯，

到後來被人塁獲捉到當官，

在戒毒所裏把総戒好，

又把那顯明的標記刺在肉間，

臨繹放苦苦町瞬不可再犯，

再犯時捉將官裡不是玩！

難冤那槍下作鬼法揚死，

弥読読這様的結局冤不冤？

優骸子祢忽歴不知悔改，

剛戒好祢又抽了一個敷，

眞也是天網恢恢難脱漏，

也該弥屍横草地多屡棲惨，

我痛砕了心腸侮不知道，

狼心把孤身的老母拐在一邊，

可憐我風燭残年將誰SC　？

見呵！　祢等等我ロ巴我就到弥的眼前！」

這老婦人哀痛幾絶聲噺力蓋，　　　　．

就是鐵石的人見也心酸。

在一労圏着些個聞人忙解勧，

読：「老太太不要果駐！　已経是日落西山。

死去的人見実到明天也没有用，

誰教他自作自受命染黄泉？

好好的人見偏偏不長進，

爲什歴與那些毒物結下不解縁？

那都是外國鬼子來把我偶害，

弄了些金丹白面還有大煙，

染上了這些嗜好終身之累，

縦譲他有命活着也是玩完。」



那婦人牛餉無言咳聲嘆氣，

帖起身涙眼頻楷才返家園。

我弄筆編成慈母涙，

也無非苦口婆心警愚頑，

但只願嗜毒的同胞速速畳悟，

莫等待身入監牢後悔難，

言不盤槍艶毒犯一段事，

祀中華民族光大億萬斯年。

難白酪嘆硬

一更裏來月東升，

白面客心中好不傷情！

相當年飽食媛衣居富貴，

父和母愛如珍珠掌上整，

也是我嬌生慣養不孚氣，

交了些狗友與狐朋，

遊班子捧姑娘常把牌打，

學會了抽雅片不務正経，

到後來學抽白面去過鷹，

那知道這種毒品害人不輕，

似這般i奢イ多牛生成揮金力口土，

漸漸的把百萬家財一掃室，

毎日裏少吃無穿親朋白眼，

犯姻鷹精神頽靡骨節齊痙，

染上了白面1隠終身之累，

這就叫自作自受把自己傾。

二更裡來月輪高，

β面客雨眼涙稻稻，

思想起結髪妻年青美貌，

眞個是祢恩我愛比漆膠，

猫記得七夕穿針蟹乞巧，

猫記得中秋玩月慶良宵，

猫記得携手而行玩春景，

猫記得園櫨共話把寒清，

實指望地久天長白頭到老，

那想到鋏分鏡破分道揚ec　？

皆因我一念之差抽上白面，

可憐他朝夕規渤舌徹唇焦，

也是我生性下流不長進，
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只落得長街乞討手端瓢。

最傷心恩愛夫妻隻折散，

這就叫没志氣的人見没下梢。

三更裡來月正室，

白面客擁頭望蒼宥，

想人生百年刹那終須死，

総磨該成名立業不虚生，

要學那五典三墳安家國，

要學那六聡三略立勲功，

要學那取義成仁眞烈士，

要學那掲躯報國大英雄，

既不然也磨當自食其力，

決不該游手好開坐吃山室，

到如今白面成濾身痩弱，

不能鉤辛苦勤勢去作工，

眞漸憶活到世間成腰物，

似我這不生不死酵朦朧，

看起來貴賎窮通都在自己，

才L嘱俳抽白面誰得善終？

四更裡月見將落，

白面客心酸涙如竣，

恨只恨洋人設法將我害，

製造毒物運到中國，

鴉片鵬排與白面，

又有什麿金丹紅丸更映徳，

只要弥染成嗜好抽成鷹，

自然就蕩産傾家了不得1

這明明是洋人害我用毒計，

偏中他的圏套是爲何？

毎年間外來毒物傾錆無敷，

苦害了多少同胞受折磨！

這眞是明知大坑偏要跳，

不長進的人見實在難読，

眼瞳俘毒化日深漫天姻霧，

眞乃是自家作華不可活。

五更裏來月西況，

白面客輻轄暗傷神，

我中華地大物博稻富庶，

最可憐東北四省蹄敵人，
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毎個人磨該挺，身去箏職，

爲什贋還食懸着大煙白面囑腓針？

身成病夫風吹倒，

那能鉤衝鋒隅陣殺敵人？

風聲鶴喉職雲緊，

若再不獲奮難生存！

但只願畢國同胞速畳醒！

下決心戒除嗜好作新民！

若能麹萬衆一心齊奮起，

又何患國家民族不翻身？

破工夫爲一段五更嘆，

無非是農鐘暮鼓喚醒迷津！



Publications　of　Tong・su・du－wu　Bian－kan－she（通俗読物編刊社，

　Publishing］House　for　Popular　Literature）Ii】dited　collection

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ogura，　Yoshihiko

　　　After　the∫apanese　invasion　of　Manchuria　which　began　from　1931，　the　famous，

contemporary　Chinese　historian　Gu　Jie－gang（顧頷剛，1893－1980）formed　the　Publishing

House　for　Popular　Literature，　composed　various　works　with　an　anti－Japanese　theme　using

aform　of　peoples’1iterature，　the　daguci（大鼓詞），　and　published　600　kinds　of　pamphlets，
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atotal　of　50，000，000　copies．　This　issue　introduces　eleven　of　these　kinds，　only　a　smaU

portion　of　the　originals　which　were　provided　by　Gu　Jie・gang’s　daughter，　Gu　Hong（顧洪）．

　　　The　individual　themes　are　summarized　below：

　　　①Apatriotic　incident　in　which　a　Shanghai　taxi　driver，　Hu　A－mao（胡阿毛），　carrying

three　Japanese　soldiers　drove　into　a　river，　drowning　all　of　theln．

　　　The　pitiful　condition　of　Korea　as　a　Japanese　colony．

　　　The　regret　of　Puyi（搏儀）who　was　tricked　into　becoming　the　emperor　of　Manchuria

by　the　Japanese．　　　　　　　　　　　　　　（These　three　chapters　compose　one　volume．）

　　　②The　resentment　of　Yao　Rui・fang（挑瑞芳），　a　daughter　of　a　respectable　family　in

Shanghai，　over　Japan’s　invasion　of　Manchuria　and　her　subsequent　departure　from　home　to

jOin　the　vOlunteer　army．

　　　③Ashort　history　of　the　Japanese　invasion　of　China　from　the　end　of　the　19th

century　through　the　1930’s．

　　　④　The　resistance　of　General　Qi　Ji・guang（戚継光）and　his　men　against　the　Wokou

（倭冠，Japanese　marauders）who　laid　waste　to　the　southeast　coast　of　China　in　the　16th　cen－

tury．

　　　⑤　Song（宋）Dynasty　General　Wen　Tian・xiang’s（文天祥）continued　resistance　to

the　Mongol　armies　until　his　death．

　　　⑥．An　incident　in　which　a　farlner　of　Honan（河南）Province　who　lost　his　home　in

aflood　went　to　work　for　a　Japanese　factory　in　Qing・dao（青島），　but　was　beaten　for　re－

questing　better　treatment．

　　　⑦An　incident　in　which　many　people　died　in　a　village　where　cholera　broke　out

because　of　their　ignorance　of　the　causes　of　the　disease　Ieaving　only　the　whole　Wang（王）

family　surviving　because　they　had　thoroughly　disinfected　their　food・

　　　⑧An　incident　in　the　mid　17th　century　where　only　the　residents　of　the　Jiang－yin

（江陰）distrist　all　cooperated　to　hold　out　for　88　days　against　the　Iarge　arrnies　of　the

Qing（清）Dynasty．
　　　⑨　General　Wu　Qi’s（呉起）kind　treatment　of　his　soldiers　and　his　subsequent　vlctory

using　skillful　strategy　in　400　B．　C．

　　　⑩Aconversation　between　a　teacher　and　two　youths　about　the　signi丘cance　of　the

San－zhong－chuan－hui（三中全会）in　February　1937．

　　　⑪The　grief　of　an　01d　mother　for　drug　addicts　who　were　executed　under　the　law．

　　　The　regret　of　a　drug　addict　who　grieves　for　himself　as　a　person　maimed　for　life．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（These　two　chapters　compose　one　volume．）


